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第 1 章 :vLog の概要

『vLog 4.5 ユーザー ガイ ド』 には vLog をインス ト ール、 構成

および操作するために必要な情報が含まれています。 『vLog 
ク イ ッ ク  ガイ ド』 にも  vLog のイ ンス ト ール手順が概説され

ています。

本章に含まれている項目 :

• ヴァ イサラ  Veriteq vLog VL および vLog SP ソ フ ト ウ ェ ア

の概説

• ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの要件



概要
概要
Vaisala Veriteq vLog 4.5 ソ フ ト ウ ェ アは、 温度、 湿度などの

条件を高い整合性で記録する機能を備えています。 また、
vLog のイ ンス ト ールにはセキュ リ テ ィ  キーを使用し て、 医

薬品業界で必要と される フ ァ イル セキュ リ テ ィ のレベルも

確保し ています。 このセキュ リ テ ィ  キーによ り、 vLog SP 
または vLog VL の機能のいずれかを使用可能です。

注記 : vLog SP は Vaisala Veriteq SP シ リーズ データ  
ロガー用、 vLog VL は SP および VL シ リーズ 
ロガー用です。

Vaisala Veriteq vLog 4.5 で可能な機能 :

• 温度、 湿度などの条件のデジ タル データ記録の作成。

vLog VL を使用すれば、 セキュ リ テ ィ 保護されたフ ァ イ

ルと監査証跡レポー ト を作成する こ と も可能で、 ロガー 
フ ァ イルが改変された り、 変更されていないこ と を確証
し ます。

• ロガー フ ァ イルからのグラ フ と レポー ト の作成。 さ らに、

vLog VL を使用した場合は、 グラ フ と レポー ト がセキュ リ

テ ィ 保護され、 ト レーサビ リ テ ィ も確保されます。 ト レー
サビ リ テ ィは、 管理者 オプシ ョ ン ( セキュ リ テ ィ  レベル )、
監査証跡レポー ト 、 およびロガー フ ァ イル ID 番号によ り

ます。 これらの機能によ り、 間違ったロガー フ ァ イルのグ

ラ フやレポー ト での誤使用を避ける こ とができます。

• 詳細なグラ フ  レポー ト の作成と、 vLog VL でのロガーお

よびデータ  フ ァ イルのセキュ リ テ ィ 保護、 検証済み、 お

よび校正の状態の文書化。

• 同じグラ フに複数のロガー フ ァ イルを重ねて表示し、 

それらの関係を確認。

• 拡大と縮小によるグラ フのカス タ マイズされたビ ュー。

• 手動および自動での 大、 小、 および平均水平ラ インの
グラ フへの追加。

• 画面上のグラ フ カーソルによる、 値、 時間、 および日付の
詳細な表示。

• 1 度に複数のウ ィ ン ド ウを開 く こ とが可能。

• 統計情報の概要作成。
2 © 2011 Vaisala Canada Inc



概要
• 日時、 記録値、 間隔統計、 ヘ ッ ダー、 およびフ ッ ターが
記入された表形式レポー ト の表示、 カス タ マイズ、 およ
び印刷。

• 外部データベース、 ワープロ、 またはスプレ ッ ド シー ト
へのグラ フ  データおよびレポー ト のエ クスポー ト 。

• 手動または自動でのグラ フの拡大縮小。

• スケールと範囲が異なる複数の Y 軸の使用。

• 入力チャネルの有効化と無効化。

• ロガーの開始時間、 停止時間、 サンプル間隔、 その他の設定。

vLog SP と  vLog VL の違い

vLog の主要機能は同一ですが、 vLog VL セキュ リ テ ィ  キーを

用いて vLog をインス ト ールする と、 以下の機能が利用可能に

な り ます :

• ヴァ イサラ  Veriteq SP および VL シ リーズ データ  ロガー

との互換性。

• セキュ リ テ ィ 保護されたグラ フ フ ァ イルおよびロガー 
フ ァ イルの作成。 各レポー ト にデータのセキュ リ テ ィ 状
態が表示されます。 フ ァ イルがセキュ リ テ ィ 保護されて
いるかど うか、 セキュ リ テ ィ または改ざんの問題がある
かど う かを把握可能。

• データおよびユーザーのセキュ リ テ ィ 。 vLog は、

Windows のパスワー ド 認証ド メ イ ン レベルまたはローカ

ル アカウン ト 認証を使用し ます。 IT ス タ ッ フが、 会社の

他の資産保護に使用し ている手段を実装できます。

• 監査証跡。 組み込み監査証跡作成機能によ り、 すべての
ロガー データ または指定し た期間のレポー ト を作成し ま

す。 システムのすべての変更が記録されます。

• バッ チ設定およびバッ チ転送。 1 台のロガー設定 ( 開始時

間、 停止時間、 サンプル間隔、 ロガーの説明、 チャネルの
説明、 チャネルフ ラグ ) を他のロガーで使用する こ と で

時間を節約し ます。 バッ チ設定機能を構成し て、 一定範
囲の COM ポー ト をサポー ト する こ と も可能です。
Vaisala Veriteq vLog 4.5 3



概要
ソ フ ト ウェアの Vaisala Veriteq vLog 使用準備

ヴァ イサラ  Veriteq vLog ソ フ ト ウ ェ アの使用構成は、 1 台以

上の ヴァ イサラ  Veriteq SP シ リーズ データ  ロガー、

Vaisala Veriteq ケーブル ( シ リ アル ポー ト によ り接続する場

合は PC-IC ケーブル、 USB または Digi によ り接続する場合

は INT-USB-DL ケーブル、 ネ ッ ト ワーク経由で Digi または 
Vaisala VeriteqvNet デバイスによ り接続する場合は Digi お
よびイーサネ ッ ト  ケーブル )、およびプ リ ン タが接続された 
PC です。

vLog VL を使用すれば、 Vaisala VeriteqVL シ リーズ 検証可能 
データ  ロガーも使用可能です。

ロガーを PC に接続し たら、 vLog ソ フ ト ウ ェ アを使用し て

サンプル取得間隔などのロガー設定を構成し た後、 条件を
測定し てデータ を記録する区域にロガーを配置し ます。 ロ
ガーが情報を収集し て、 その内部メ モ リ に保存し ます。 目
的の情報が収集されたら、 vLog を搭載し た PC に転送し て、

vLog グラ フにデータ を イ ンポー ト  ( 「ロガーフ ァ イルを挿

入する」 ) し ます。 グラ フ を使用し て表示、 分析、 グラ

フ ィ ッ ク または表形式のレポー ト を作成し、 必要に応じ て
データ を分析アプ リ ケーシ ョ ンまたはプレゼンテーシ ョ ン 
アプ リ ケーシ ョ ンにエ クスポー ト し ます。

VL シ リーズ 検証可能 データ  ロガー

ヴァ イサラ  Veriteq VL シ リーズ 検証可能 データ  ロガーは、

NIST ( 米国国立標準技術研究所 ) の 標準に ト レーサブルな

基準に対し て工場出荷時に校正されています。 校正情報は
すべてロガーのメ モ リ にデジ タル データ と し て保存されて

います。 ロガーの仕様については、 www.vaisala.com/
veriteq を参照するか、 あるいは Vaisala Canada Inc. までお

問い合わせ く だ さい

VL シ リーズには、 VL-1000、 VL-1400、 VL-1700、 VL-2000、

VL-4000、 VLT シ リーズなど多数のモデルがあ り ます。 各ロ

ガーは 1 つ以上のチャネルを備え、 周囲温度と相対湿度を

始めとする FDA 規制対象アプ リ ケーシ ョ ンのデータのモニ

タ リ ングと記録を行う こ とができます。 オプシ ョ ンのプ ラ
グイ ン外部プローブを接続できるロガーも多数あ り ます。
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概要
vLog ウ ィ ン ド ウの表示

vLog ウ ィ ン ド ウの主要セクシ ョ ンは以下の図の通りで、 表示

される各アイテムを表 1:

グラ フ  プロ ッ ト  エ リ ア

                      

1
2
3

4

5

6

7

8

9

10

11

 で説明し ます。

表 1: vLog ウ ィ ン ド ウの表示アイテム

1 - タ イ ト ル バー アク テ ィ ブなグラ フ  フ ァ イル名が表示されます

2 - メ ニュー バー ソ フ ト ウ ェ アの各種機能にアクセスできます

3 - ツールバー 頻繁に使用する ソ フ ト ウ ェ ア機能に簡単にアクセス 
できます

4 - フ ァ イル セキュ

リ テ ィ ステータ ス

vLog VL: グラ フ  フ ァ イルのセキュ リ テ ィ  レベルが表示さ

れます ( 注記 : ロガー フ ァ イルまたはグラ フ  フ ァ イルの

チ ェ ッ クサムが無効であれば、 vLog はそのフ ァ イルを開

きません )。
「改ざんされています」 は、 低限 1 台が VL シ リーズ ロ
ガーですが、 ロガーのいずれかのチ ェ ッ クサムが無効で
ある こ と を表し ます。
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概要
「セキュ リ テ ィ 保護されています」 は、 すべてのロガーが 
VL シ リーズ ロガーで、 すべてのデータおよびグラ フの

チ ェ ッ クサムが有効である こ と を表し ます。
「セキュ リ テ ィ保護なし」 は、 1 台の SP シリーズ ロガーが

グラ フに表示されている、 グラ フまたはロガーフ ァ イルの
いずれかにチ ェ ッ クサムがないなどのセキュ リ テ ィ の 
問題がある こ と を表し ます。

フ ァ イル検証の状態 ( 非表示 - vLog VL) 検証レベルが表示されます 。 現在表示さ

れているロガー フ ァ イルの作成時に転送パスワー ドが使

用されている場合 にのみ表示されます ( 詳細については、

page 113 を参照し て く だ さい )。

5 - グラ フ  プロ ッ ト  
エ リ ア

グラ フ  フ ァ イルが表示されます。

6 - 水平ラ イ ン 自動 : 大、 小、 および平均読み取り値を示すラ イ ン。

手動 : ユーザーが設定し た測定値を示すラ イ ン。

7 - 左側 Y 軸スケール グラ フに表示されるデータのスケールが表示されます 
( この例では温度です )。

右側 Y 軸スケール ( 非表示 ) このスケールは、 グラ フに複数のスケールを表示

する場合に使用されます。

8 - X 軸時間スケール 時間スケールを表示し ます。

9 - グラ フ表示グ

リ ッ ド詳細

目盛り当た りの時間、 グラ フの継続時間、 日時形式、 タ
イムゾーンが表示されます。 タ イム ゾーンは、 グラ フ  
フ ァ イル作成時の PC のタ イム ゾーン設定に基づきます。

10 - チャネル情報 現在表示されているロガー フ ァ イル名の他に、 ロガー シ
リ アル番号、 ロガーの説明、 ロガー チャネル番号、 測定

単位、 測定パラ メ ーター、 ロガー フ ァ イル名、 ロガー 
フ ァ イル ID 番号などの識別情報が表示されます。 グラ フ

に現在表示されているデータの 大値、 小値、 平均値
などのチャネル統計も表示されます。
各チャネルの色がグラ フのラ イ ンの色と な り ます。

表 1: vLog ウ ィ ン ド ウの表示アイテム
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概要
メニューとキーボード  シ ョ ート カ ッ トの使用

vLog で タ スク を開始する場合は、 キーボー ド  シ ョ ー ト カ ッ

ト 、 フ ァ ン ク シ ョ ン キー、 メ ニュー オプシ ョ ン、 または

ツールバー アイ コ ンを使用し ます。 『vLog ユーザー ガイ

ド』 の手順には、 メ ニュー オプシ ョ ン と、 該当する場合は

その他のオプシ ョ ンが記載されています。

メ ニュー アイテムを覚えるか、 ウ ィ ン ド ウの各部を右ク

リ ッ ク し て メ ニュー アイテムへの他のアクセス方法を確認

し て く だ さい。

頻繁に使用するキーボー ド  シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ァ ンクシ ョ ン 
キーを以下に示し ます :

• 空白のグラ フ  フ ァ イルの新規作成 :Ctrl+N ([ フ ァ イル ] | 
[ 新規 ])

• 既存のグラ フ  フ ァ イルを開 く :Ctrl+O ([ フ ァ イル ] | [ 開 く ])

• グラ フ  フ ァ イルの保存 :Ctrl+S ([ フ ァ イル ] | [ 保存 ])

• ロガー フ ァ イルの挿入 :Ctrl+I ([ フ ァ イル ] | [ ロガーフ ァ イ

ルを挿入する ])

• グラ フ  フ ァ イルの印刷 :Ctrl+P ([ フ ァ イル ] | [ 印刷 ])

• アク テ ィ ブなフ ラグに関連する履歴データ レポー ト の 
作成 :F6 

• 前にスク ロール :Alt+ 左矢印

• 後にスク ロール :Alt+ 右矢印

• 「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウを開 く :F11

• ロガーから  PC にデータ を転送 :F12

• ヘルプ F1 ( 印刷可能なオン ラ イ ン ユーザー ガイ ドが開き

ます )

11 - ステータス バー メ ニューアイテムと ツールバーに関する情報が表示されま
す。 vLog ソ フ ト ウェアがアイ ドル状態の場合は、 メ ッセー

ジ 「[F1] を押してヘルプを参照する」 が表示されます。 

[ ビュー ] | [ ステータス バー ] と選択するこ とによ り、 ス

テータス バーの表示と非表示を切り替えるこ と もできます。

表 1: vLog ウ ィ ン ド ウの表示アイテム
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概要
ツールバーの使用
vLog ツールバーを使用する と、 頻繁に使用する機能に簡単

にアクセスできます。 [ ビ ュー ] | [ ツールバー ] を選択する

こ とによ り ツールバーの非表示と表示を切り替える こ とが
できます。 以下の表に、 各ツールバー アイ コ ンの機能を示

し ます。

表 2: ツールバーの機能

 アイ 

コ ン
機能

ロガー フ ァ イルに挿入できる新しいグラフを作成します。

[ フ ァ イル ] | [ 新規 ] と同じ。

既存のグラ フ  フ ァ イル (.spg) を開きます 

現在アクテ ィ ブなグラ フを同じ フ ァ イル名で保存します。

ロガー フ ァ イルを現在アクテ ィ ブなグラフに挿入します。

グラ フ を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます。

垂直カーソル ラ イ ンをアク テ ィ ブなグラ フ上に 

合わせて、 グラ フの詳細な値と時間を確認し ます。

垂直カーソル ラ イ ンをアク テ ィ ブなグラ フ上から削除

し ます。

拡大し てグラ フ  データ を大き く 表示し ます。

縮小し ます。
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ヘルプを参照する
この文書内で使用される表記方法

この文書は以下の表記方法を使用し ています : 

• メ ニュー選択で選択するアイテム、 およびボタ ンの名前
は太字で表記されています。

• 操作する手順は垂直な線で区切っ て表記されています。
例 :

「vLog で、 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し ます」 

• ク リ ッ ク : マウスを ク リ ッ ク し て画面上のボタ ンを選択

する こ と。

ヘルプを参照する
サポー ト を必要とする場合は、 技術サポー ト がご利用 
可能です。

北米

Vaisala Canada Inc.、午前 8 時 ～ 午後 4 時 太平洋標準時間 
月曜日 ～ 金曜日、 +1-866-861-3388 ( または +1-604-273-
6850) ( いずれも現地電話番号 ) または電子メ ール 
veriteqsupport@vaisala.com までご連絡お願いいた し ます。
www.vaisala.com/veriteq もあわせてご参照 く だ さい。

グラ フ を左にスク ロールし ます。
時間軸を、 グラ フの 1 目盛り分、 前にシ フ ト し ます。

グラ フ を右にスク ロールし ます。
時間軸を、 グラ フの 1 目盛り分、 後にシ フ ト し ます。

「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウを開きます。

ロガー データ を コ ンピ ューターに転送し て、 ロガー 
フ ァ イルを作成し ます。

現在アク テ ィ ブなグラ フ を印刷し ます。

表 2: ツールバーの機能
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ヘルプを参照する
セールス、 価格、 お見積り、 または一般的情報についての
お問い合わせは、 03-3266-9611 ( 日本国内電話番号 ) までご
連絡お願いいた し ます。 

ヴァ イサラ本社 ( フ ィ ン ラ ン ド )

Vanha Nurmijärventie 21

01670 Vantaa

FINLAND

Industrial Instruments

電話 : +358 9 8949 2658

フ ァ ッ ク ス : +358 9 8949 2295

日本サービス セン ター

東京都

新宿区

神楽坂 6 丁目 42 

郵便番号 162-0825 

電話 : +81 3 3266 9611

フ ァ ッ ク ス : +81 3 3266 9610

中国サービス セン ター

中国

いいえ 北京市

朝陽区

東三環北路宵雲路 21 号、

郵便番号 100027

電話 : +86 10 5827 4100

フ ァ ッ ク ス :  +86 10 8526 1155
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第 2 章 :   始める前に

本章では、 以下の事項を説明し ます :

• システム要件

• vLog のイ ンス ト ールと ログオン

• ロガーの構成



システム要件
システム要件
vLog ソ フ ト ウ ェ アに必要な PC の 小構成 :

• 以下の 32 ビ ッ ト または x64 バージ ョ ン :Microsoft 

Windows XP, Windows Server 2003, Windows Vista, 

Windows Server 2008, Windows7.

• シ リ アルまたは USB 通信ポー ト  ( ロガー フ ァ イルの転送に

使用。 転送済みのロガー フ ァ イルのグラ フ と レポー ト は

このポー ト を使用し な く ても表示できます）。

vLog ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール
vLog ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール手順 :

注記 : vLog を イ ンス ト ールする と、 vLog バージ ョ ン 
4.3 および 4.4 は自動的にアン イ ンス ト ールさ

れます。 それ以前の vLog のバージ ョ ンは除き

ます。 また、 vLog をアン イ ンス ト ールし ても、

ロガー フ ァ イル (.spl)、 グラ フ  フ ァ イル (.spg)、
バッ チ設定フ ァ イル (.bsf)、 監査証跡フ ァ イル 
(.vat) は削除されないので注意し て く ださい。

1 管理者権限がある こ と を確認し て く だ さい。

2 Windows を起動し て、 管理者と し てログイ ン し、 実行

中のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了し ます。 USB ロ
ガー ケーブルを使用する場合は、 イ ンス ト ールが完了

するまで接続し ないで く だ さい。

3 Vaisala Veriteq vLog CD を CD-ROM ド ラ イブをセ ッ ト

し て、 自動的に起動するまで待ちます。 自動的に起動し
ない場合は、 [ ス ター ト ] メ ニューから  [ フ ァ イル名を指定

し て実行 ] を選択し ます。 d:\setup を入力し て、 Enter を
押し ます。 d:\ が CD-ROM ド ラ イブでない場合は、 該当

する ド ラ イブ文字を入力し ます。
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vLog ソ フ ト ウェ アのイ ンス ト ール
イ ンス ト ールする言語を選択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し

ます。 「vLog セッ ト ア ッ プ」 ウ ィ ン ドウが開かれます。

4 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5 『ライセンス契約』 を参照され、 これを承諾して、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク し て く だ さい。

6 スペーサを含めてセキュ リ テ ィ  キーを入力し ます 
( 例 : xxxx-xxxx-xxxx-xxxx)。

7 デフ ォル ト のイ ンス ト ール先フ ォルダーを使用するか、

[ 参照 ] をク リ ッ ク して、 新規インス ト ール先フ ォルダーを

選択し ます。
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vLog の設定と使用 — 概要
8 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

9 デフ ォル ト のス ター ト  メ ニュー フ ォルダーを使用する

か、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 別のフ ォルダーを選択 

し ます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

10 デスク ト ッ プにシ ョ ー ト カ ッ ト に追加する場合は、 この

オプシ ョ ンを選択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

11 [ イ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

12 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

これで vLog がイ ンス ト ールされま し た。

vLog の設定と使用 — 概要

vLog を イ ンス ト ールし たら、 以下のチ ェ ッ ク リ ス ト で vLog 
の設定と使用のステ ッ プを確認し て く だ さい :

1 ロガーの校正を確認し ます (15 ページを参照 )。

2 ロガーを検証し ます (15 ページを参照 )。

3 ロガーを PC に接続し ます (16 ページを参照 )。

4 vLog ソ フ ト ウ ェ アにログオン し ます (17 ページを参照 )。

5 管理者オプシ ョ ンを設定し ます (22 ページを参照 )。

6 通信ポー ト を選択し ます （25 ページを参照 )。

7 ロガーを構成し ます (27 ページを参照 )。

8 検証する区域にロガーを置いて、 必要な時間だけサンプ

ルを収集し ます (49 ページを参照 )。

9 生データ をロガー フ ァ イル (.spl) の形式で PC に転送し

ます ( データの読込み 52 ページを参照 )。

10 ロガー フ ァ イル (.spl) をグラ フ  フ ァ イル (.spg) に挿入し

ます (page 70 を参照 )。

11 グラ フ を表示、 コ ピー、 カス タ マイズ、 印刷し ます ( 第 
4 章 : グラ フの操作を参照 )。

12 レポー ト を表示、 コ ピー、 カス タ マイズ、 印刷し ます (
第 5 章 : レポー ト および統計の 表示を参照 )。

13 印刷し たフ ァ イルまたはレポー ト の承認と署名を 

受けます。
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vLog の設定と使用 — 概要
ロガー校正の確認
Vaisala Veriteq ロガーは Vaisala Canada Inc において校正さ

れています。 また、 校正頻度はロガーの用途で要求される
精度で決ま り ます。

vLog VL をご使用の場合は、 ロガーのご購入時に校正頻度と

ロガーにプ リ セ ッ ト する次回校正日を指定し て く だ さい。 
Vaisala Canada Inc 非常に重要な用途の場合は 90 日ご と を

推奨します。 さほど条件が厳し く ない場合は 1 年ごとで十分

で し ょ う。

ロガーを校正する場合は、 価格、 Vaisala Canada Inc 所要 

時間、 および納入手配についてお問い合わせ く だ さい。

注記 : 校正プロセスは慎重に行って く ださい。 校正が
不完全であれば結果は高 く 付きます。 Vaisala 
Veriteq ロガーは、 精度の高い計測器です。 仕様

で定められた精度を維持するためには、 訓練を
受けた校正担当者、 厳密な校正手順、 適切なテ
ス ト ・ 校正設備が不可欠です。 校正プロセスに
関するご質問は、 veriteqsupport@vaisala.com 
までご連絡 く だ さい。

ロガー (vLog VL) の検証

使用前に vLog システム (VL シ リーズ Validatable Data 
Logger および vLog VL ソ フ ト ウ ェ アを含む ) の検証を義務

付けられているお客様には、 総合プロ ト コル文書 Vaisala 
Canada Inc を準備し ています。

各パッ ケージには、 IQ (Installation Qualification) および OQ 
(Operational Qualification) の手順と フ ォームが含まれます。

これらの手順と フ ォームには、 3 リ ング バイ ンダーに収納

されたハー ド コ ピーと  CD-ROM に収録されたデジ タル デー

タ （Microsoft Word ド キュ メ ン ト ） の 2 種類があ り ます。

デジタル フ ァ イルを使用すれば、 用途に合わせてフ ォームを

容易にカス タ マイズできます。

詳細については、 Vaisala Canada Inc にお問い合わせ 

く だ さい。
Vaisala Veriteq vLog 4.5 15



vLog の設定と使用 — 概要
ロガーと  PC の接続

USB またはシ リ アル ケーブルを使用し てロガーを PC に接続する

方法 ：

1 Vaisala VeriteqUSB ケーブルまたはシ リ アル ケーブル

をロガーに接続し て く だ さい。 

2 ケーブルの反対側を PC の USB ポー ト に接続し て く だ

さい。

Digi デバイスまたは vNet デバイスを使用し てロガーを PC に接続

する方法 :

1 Digi デバイスまたは vNet デバイス (以下デバイス といい

ます ) を電源と  Etherment 出力に接続し て く だ さい。

2 ロガーをデバイスに接続し て く だ さい (Digi にはVaisala 
Veriteq ケーブルが必要です )。

3 担当の IT 部門からデバイスの静的 IP ア ド レスを取得し

て く だ さい。 使用されるネ ッ ト ワークのポ リ シーが、
DHCP を使用する IP ア ド レスの予約を必要する場合、

指示は www.vaisala.com/lifescience-hitech をご参照 く だ

さい。

4 デバイス ド ラ イブ CD を PC の ド ラ イブにセ ッ ト し ま

す。 デバイス設定ウ ィ ザー ド が自動的に起動し ます。 
[ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
16 © 2011 Vaisala Canada Inc



vLog の設定と使用 — 概要
5 デバイスの底面に記載されている MAC ア ド レスに一致

するデバイスを選択し て く だ さい。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し

て く だ さい。

注記 : ご使用のデバイスが PC と異なったサブネ ッ ト  
マスク上にある場合、 その vNet デバイスの IP 
ア ド レスを知る必要があ り、 vNet デバイス ド
ラ イバー CD 上の RealPort フ ォルダーから  
RealPortSetup.exe イ ンス ト ーラーを起動する

必要があ り ます。

6 「ネ ッ ト ワーク設定の構成」 ウ ィ ン ド ウで、 IP ア ド レス 
( 担当の IT 部門によ り提供済み ) を入力し て く だ さい。

.[ 次へ ] を 2 回ク リ ッ ク し て く だ さい。

7 「Configure RealPort Settings」 画面にて、 [Install (Digi) 

RealPort on this computer] を選択して く ださい。 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク し て く だ さい。 

8 [ 次へ ] を も う一度ク リ ッ ク し て く だ さい。 この設定が保

存されます。

9 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 デバイスを通し てロ

ガーを接続するために必要な ド ラ イバーがイ ンス ト ール
されま し た。

vLog SP へのログオン

vLog SP にログオンする方法 :

 デスク ト ッ プ アイ コ ンをダブルク リ ッ クするか 、 あ

るいは [ ス ター ト ] | [ すべてのプログラム ] | [Vaisala] | 
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[Vaisala Veriteq vLog] | [Vaisala Veriteq vLog] と選択し て

く だ さい。 空白の vLog グラ フが開かれます :

vLog VL へのログオン

vLog VL の初回実行時には、 vLog セキュ リ テ ィ  ウ ィ ザー ド

を実行する必要があ り ます。 このウ ィ ザー ド にセキュ リ
テ ィ  キーを入力し て、 Windows 管理者ユーザー名とパス

ワー ドが有効である こ と を確認し て く だ さい。 監査証跡
フ ァ イルの保存先と、 本ソ フ ト ウ ェ アのユーザーに適用す
るセキュ リ テ ィ  レベルも選択し て く だ さい。

vLog VL に初回ログオンする方法 :

1 [ ス ター ト ] メ ニューから、 [Vaisala] | [Vaisala Veriteq 
vLog] | [Vaisala Veriteq vLog] と選択し て く だ さい。

2 vLog セキュ リ テ ィ  ウ ィ ザー ド確認ウ ィ ン ド ウが開か

れ、 新規 vLog セキュ リ テ ィ  フ ァ イル作成のダイアログ

が表示されます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

3 vLog セキュ リ テ ィ  ウ ィ ザー ドが開かれます。 注意し て

指示に従って く ださい。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク して く ださい。
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4 インス ト ール パッケージに含まれている vLog セキュ リ

テ ィ  キー ( ダッシュは入力不要です ) を入力して く ださい。

5 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

6 次の画面に、 新規 vLog 管理者アカウン ト を作成するダ

イアログが表示されます。

• 使用し ている Windows 管理者ユーザー名を入力し て

く だ さい。

• パスワー ド  ( 大文字と小文字の区別があ り ます ) を入

力し て く だ さい。

• [ ログオン先 ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト で、 ログオンする

コ ンピ ューターまたはド メ イ ンを選択し ます。

• 氏名を入力し て く だ さい。
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7 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 セキュ リ テ ィ  ウ ィ ザー ド に、

既定の監査証跡フ ォルダーのパスが表示されます。

監査証跡フ ァ イルを保存するローカル コ ンピ ューター

上のフ ォルダーか、 あるいはネ ッ ト ワーク上の場所を指
定し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ ツール ] | [ 管理者オプ

シ ョ ン ] を使用して後で変更できます。 詳細については、 

監査証跡オプシ ョ ン (vLog VL) の設定 22 ページ をご参照

く だ さい。

監査証跡フ ァ イルは、 様々なユーザーが vLog で実行し

た操作の記録です。 異なる コ ンピ ューターにイ ンス ト ー
ルされた複数の vLog が同じ監査証跡を使用できます。

すべての VL シリーズ ロガーを 1 つの監査証跡フ ァ イルに

リ ン クする こ と を推奨し ます。 複数のコ ンピ ューターが
同じ ロガーを使用する場合は、 同じ監査証跡フ ァ イルを
指し ていなければな り ません。

8 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

9 vLog ソ フ ト ウ ェ アにアクセスでき るすべてのユーザー

に適用するセキュ リ テ ィ  レベルを選択し て く だ さい。

以下のレベルのいずれかを選択できます :

• セキュ リ テ ィ  オフ  - すべてのユーザーがフル アクセス

を持ちます

• 通常セキュ リ テ ィ  - vLog が開いた時点で、 ユーザー名

とパスワー ド入力用のダイアログが表示されます
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• 高セキュ リ テ ィ  - 通常セキュ リ テ ィ の機能の他に、 ユー

ザーがロガーの構成を変更する際にパスワードの入力が
必要と な り ます

このオプシ ョ ンは後で変更できます ( セキュ リ テ ィ  レベ

ルの設定 (vLog VL)22 ページを参照 )。

10 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

vLog VL に ( 初回ログオンが成功し た後 ) ログオンする方法 :

1 [ ス ター ト ] メ ニューから、 [Vaisala] | [Vaisala Veriteq 

vLog] | [Vaisala Veriteq vLog] と選択し て く だ さい ( ある

いは、 デスク ト ッ プ アイ コ ンがあればこれを使用し ま

す )。 「vLog へログオンする」 ウ ィ ン ド ウが開かれます。

2 ユーザー名を確認するか、 ユーザーを切り換える場合は

別の名前を入力し て く だ さい。

3 パスワー ド を入力し て く だ さい。
Vaisala Veriteq vLog 4.5 21



vLog の設定と使用 — 概要
注記 : vLog VL のセキュ リ テ ィ  ログは Windows セ
キュ リ テ ィ と連動し ているため、 不正なログオ
ンが 大試行数 (4 回 ) を超える と ロ ッ クアウ ト

される こ とがあ り ます。 正しいユーザー名とパ
スワー ド を使用し てログオン し て く だ さい。

4 ログオンする コ ンピ ューターまたはド メ イ ンを選択し て

く だ さい。

5 [OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

vLog VL が開かれ、 空白のグラ フ ウ ィ ン ドウが表示されます。

vLog VL を使用する場合は、 監査証跡パス と セキュ リ テ ィ  
オプシ ョ ンを設定し て、 ユーザー アカウン ト を作成し ます。

監査証跡オプシ ョ ン (vLog VL) の設定

vLog VL の管理者特権があれば、 管理者オプシ ョ ンを使用し

て、 vLog のセキュ リ テ ィ  レベルの変更、 ユーザー アカウ

ン ト と役割の追加と変更、 監査証跡フ ァ イルの保存先の変
更を行う こ とができます。

監査証跡フ ァ イルのパスを変更する方法 :

1 vLog VL で、 [ ツール ] |[ 管理者オプシ ョ ン ] と選択し ます。

2 [ 監査証跡 ] タ ブから、監査証跡フ ァ イルを保存する フ ォ

ルダーを変更し て く だ さい。

3 [OK] をク リ ッ ク して変更内容を保存するか、 [ キャン 

セル ] をク リ ッ ク して変更内容を保存せず閉じて 

く ださい。

セキュ リ テ ィ  レベルの設定 (vLog VL)
vLog VL には 3 つのセキュ リ テ ィ  レベルがあ り ます :

• セキュ リ テ ィ  オフ  - すべてのユーザーがフル アクセスを持

ちます

• 通常セキュ リ テ ィ  - vLog が開いた時点で、 ユーザー名とパ

スワー ド 入力用のダイアログが表示されます

• 高セキュ リ テ ィ  - 通常セキュ リ テ ィ の機能の他に、 ユー

ザーがロガーの構成を変更する際にパスワー ドの入力が
必要と な り ます

ユーザー アカウン ト には、 タ スク実行許可を定義し た役割

もあ り ます : 管理者はセキュ リ テ ィ  レベルなどの管理者オ
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プシ ョ ンを変更できますが、 ユーザーとゲス ト はこれを実
行できません。 ユーザーアカウン ト と役割の詳細について
は、 ユーザー アカウン ト  (vLog VL) の操作 24 ページをご参

照 く だ さい。

すべてのユーザー アカウン ト のセキュ リ テ ィ  レベルを変更する 

方法 :

1 vLog VL で、 [ ツール ] |[ 管理者オプシ ョ ン ] と選択し ます。

2 [ セキュ リ テ ィ レベル ] タ ブから、 [ セキュ リ テ ィ オフ ]、[
通常セキュ リ テ ィ ]、 または [ 高セキュ リ テ ィ ] を選択し

ます。 この設定は vLog セキュ リ テ ィ  ウ ィ ザー ド を実行

し た際に設定し たものです。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存するか、 [ キャ ン 

セル ] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存せず閉じ て 

く だ さい。
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ユーザー アカウン ト  (vLog VL) の操作

vLog VL にログオンする場合は、 vLog VL と  それがインス

ト ールされている PC のアカウン ト が必要です。 ユーザー ア
カウン ト には定義された役割もあり、 管理者 (vLog のフル使

用、 管理者オプシ ョ ンの変更が可能 )、 ユーザー (vLog のフ

ル使用、 管理者オプシ ョ ンの変更不可 )、 およびゲス ト  (vLog 
の読み取り専用アクセス ) のいずれかです。 vLog VL を操作

するユーザーのユーザー アカウン ト を作成して く ださい。

セキュ リ テ ィ  レベルはユーザー アカウン ト の役割とは異な

り ます。 セキュ リ テ ィ  レベルの詳細については、 セキュ リ

テ ィ  レベルの設定 (vLog VL)22 ページをご参照 く ださい。

vLog のユーザー アカウン ト を追加する方法 :

1 vLog で、[ ツール ] |[ 管理者オプシ ョ ン ] と選択して く ださい。

2 [ セキュ リ テ ィ ] タ ブを ク リ ッ ク し て く だ さい。 このタ ブ

では、 vLog へのア クセスを現在許可されているユー

ザーの表示、 追加、 変更ができます。

3 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。「ユーザーを追加」 ウ ィ

ン ド ウが開かれます。 

4 「ユーザーを追加」 ウ ィ ン ド ウに、 ユーザー名と氏名を

入力し て く だ さい。 このユーザー名は、 PC またはド メ

イ ンで有効なユーザー名でなければな り ません。
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5 ユーザーの役割を選択し て く だ さい。 これによ って、

ユーザーが vLog で変更できる内容が決ま り ます。 以下

のレベルのいずれかを選択し て く だ さい :

• 管理者 - vLog のフル使用、 管理者オプシ ョ ンの変更が

可能

• ユーザー - vLog のフル使用、 管理者オプシ ョ ンの変更

不可

• ゲス ト  - vLog の読み取り専用ア クセス

6 [OK] を ク リ ッ ク し て選択内容を保存するか、 [ キャ ン 

セル ] を ク リ ッ ク し て選択内容を保存せず終了し ます。

vLog のユーザー アカウン ト を変更する方法 :

1 vLog で、[ ツール ] | [ 管理者オプシ ョ ン ] と選択して く ださい。

2 [ セキュ リ テ ィ ] タ ブを ク リ ッ ク し て く だ さい。

3 ユーザーのプロパテ ィ を表示および / または変更する場

合は、 ユーザー名を強調表示させて、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ ク し て く だ さい。 「ユーザー プロパテ ィ 」 ウ ィ ン ド

ウが開かれます。 表示される フ ィ ールド を確認または 
変更ができます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存するか、 [ キャ ン 

セル ] をク リ ッ ク して変更内容を保存せず閉じて く ださい。

vLog からユーザー アカウン ト を削除する方法 :

1 vLog で、[ ツール ] | [ 管理者オプシ ョ ン ] と選択して く ださい。

2 [ セキュ リ テ ィ ] タ ブを ク リ ッ ク し て く だ さい。

3 ユーザーを削除する場合は、 その名前を強調表示させ

て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。 　

4 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存するか、 [ キャ ン 

セル ] をク リ ッ ク して変更内容を保存せず閉じて く ださい。

PC の通信ポー ト の設定

ロガー を vLog と併用する Vaisala Veriteq 前に、 PC の正し

いシ リ アル 通信 (COM) ポー ト を選択する必要があ り ます。

vLog は 4096 個までの COM ポー ト に対応し、 ポー ト 番号

は COM1 ～ COM4096 と な り ます。
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COM ポー ト を選択する方法 :

1 Windows のデバイス マネージャ を使用し て、 使用する

ロガーに割り当てられている COM ポー ト を確認し て く

だ さい。

• Windows XP の場合 :[ ス ター ト ] | [ 設定 ] | [ コ ン ト ロール 
パネル ] | [ システム ] | [ ハー ド ウ ェ ア ] | [ デバイス マネー

ジャ ]

• Windows Server® 2003 の場合 :[ ス ター ト ] | [ コ ン ト

ロール パネル ] | [ システム ] | [ ハー ド ウ ェ ア ] | [ デバイス 
マネージャ ]

• Windows Server® 2008 または Windows Vista® の 場
合 : [ ス ター ト ] | [ コ ン ト ロール パネル ] | [ システム ] | 
[ デバイス マネージャ ]

• Windows® 7 の場合 : [ ス ター ト ] | [ コ ン ト ロール パネル ] 
| [ ハー ド ウ ェ ア とサウン ド ] | [ デバイス マネージャ ]

ポー ト の下で、 ロガーに割り当てられている COM ポー

ト 番号を確認し て く だ さい。

2 vLog で、[ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[ 全般 ] タ
ブを選択し て く だ さい。
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3 [COM ポー ト ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 ロガーが使用

する COM ポー ト を選択し て く だ さい。 

注記 : [ 更新 ] を ク リ ッ ク し て、 現在使用可能な COM 
ポー ト のリ ス ト を表示し ます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

COM ポー ト を選択すれば、 ロガーが接続されている通信

ポー ト を変更し ない限り、 この設定を変更する必要はあ り
ません。

ロガーの構成
ロガーの設定は、 ご使用のロガーと構成オプシ ョ ンによ り
若干異な り ます。 ロガーを一度に 1 台ずつ構成するか ( 以下

に示し ます ) 、 あるいは複数のロガーをバッ チ設定する こ と

ができます ( ロガーの構成 : バッ チ設定 (vLog VL)46 ページ

を参照 )。

注記 : vLog VL を使用し、 高セキュ リ テ ィが有効の場

合、 ロガー構成の変更をすべて有効にするにはパ
スワード を確認する必要があり ます。 セキュ リ
テ ィの詳細については、 セキュ リ テ ィ  レベルの

設定 (vLog VL)22 ページをご参照 く ださい。
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ロガーを個別に構成する方法 :

1 ロガーを PC に接続していない場合は、 接続して く ださい。

2 [ ロガー ] | [ 設定 ]( ) と選択し て く だ さい。

3 ロガーとの通信が確立される と、 「ロガー設定」 ウ ィ ン

ド ウが開かれます。 

「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウには、 指定した COM ポー ト に

接続されているロガーに関連する内容が表示されます。
ご使用のロガーのモデルによ って、 表示される フ ィ ール
ド の一部が異な り ます。

注記 : 工場出荷時に無効に設定されたチャネルがロ
ガーにある場合、 これらのチャネルはウ ィ ン ド
ウの下部にあるチャネル リス ト表示されないか、

あるいは 「無効」 と し て表示されます ( 利用可

能な [ 設定 ] ボタ ンはあり ません )。

このウ ィ ン ド ウを使用し て以下の項目を実行できます :

• ロガー説明の変更 (32 ページを参照 )。

• サンプル取得間隔の設定 (33 ページを参照 )。

• ロガー チャネルの有効化または無効化 (38 ページを
参照 )。

• vLog VL の場合 : ロガーの監査証跡フ ァ イルへのリ
ン ク  (32 ページを参照 )。
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変更は、 COM ポー ト に現在接続されているロガーのみが

対象と な り ます。

「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウを理解する

以下の表に、 「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウに表示される内容を
説明し ます :

表 3: 「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウの内容

説明
ロガーの説明 ( ロガーの説明の構成については、 ロ

ガーの説明の入力 32 ページをご参照 く だ さい。 )

ハー ド ウ ェ ア 
モデル :

現在接続されているロガーのハード ウェ ア モデル番号 

ハー ド ウ ェ ア 
リ ビジ ョ ン

現在接続されているロガーと関連付けられたハー ド
ウ ェ ア バージ ョ ン番号

フ ァーム 
ウ ェ ア バー 

ジ ョ ン

現在接続されているロガーと関連付けられた 
フ ァームウ ェ ア バージ ョ ン番号

シ リ アル番号

現在接続されているロガーの一意の 8 文字製品シ リ

アル番号。 この番号は、 ロガーの背面にあるシ リ ア
ル番号ラベルと一致し なければな り ません。

ロガー状態

現在接続されているロガーのサンプ リ ング状態を示
し ます。 以下のモー ドがあ り ます :
• サンプル取得中 : ロガーが現在サンプルを実行中

で、 メ モ リ に空きがあ り ます。
• サンプ リ ング中 ( 上書き中 ): ロガーが現在サンプル

を実行中で、 メ モ リがいっぱいです。 も古い読
み取り値が破棄されて、 新の読み取り値に置換
されます。

• 指定時刻で停止済み : ロガーがサンプルを実行し て

おらず、 ユーザー設定の停止時間に達し たために
停止し ています。

• フルで停止済 : ロガーがサンプルを実行し ておら

ず、 メ モ リがいっぱいになる と停止する構成に
従っ て停止し ています。
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ロガー状態

• 指定時刻での開始 : ロガーがサンプルを実行し てい

ませんが、 開始時間に達する とサンプルを開始す
るよ う に設定されています。

• 有効化済みのチャネルがあ り ません : 有効なチャネ

ルがないため、 ロガーがサンプルを実行し ていま
せん。

「ロガー状態」 の右にある [ 設定 ] ボタ ンによ り、 ロ

ガーのメ モ リ消去と  [ サンプル取得間隔 ]、 [ 開始モー

ド ]、 および [ 停止モー ド ] の設定変更を行う こ とが

できます。

開始時刻

現在接続されているロガーがサンプル取得を開始し
た時刻か、 あるいは読み取り開始の設定時刻 ( 未来 ) 
を示し ます。
( )  記号が未来の開始時刻を表し ます。

開始時刻の変更については、 「開始モー ド」 の設定
35 ページをご参照 く だ さい。

サンプル間隔

現在設定されているサンプル間隔 ( ロガーの読み取り

頻度のプログラム値 )。 サンプル間隔の設定について

は、 サンプル間隔の設定 37 ページをご参照 く だ さ

い。
• VL-1000-VLT、 VL-1016、 SP-1016、 VL-1416、 および 

SP-1416 ロガーの 高頻度は毎分 1 回ですので注意

し て く だ さい。 その他のロガーの場合、 高頻度は 
10 秒に 1 回ですが、 このサンプ リ ング頻度では

バッ テ リー寿命が短 く な り ます。

停止モー ド

現在接続されているロガーにおける メ モ リへのサン
プル記録中の停止設定を示し ます。 次の 3 つのいず

れかを選択できます : [ メ モ リーフルで古いものから

上書き ]、 [ フルで停止させる ]、 および [ 指定時刻での停

止 ]。 停止モー ドの設定については、 「停止モー ド」 の

設定 36 ページをご参照 く だ さい。

表 3: 「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウの内容
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停止時刻

プログラムされた停止時刻を示し ます ( 設定されてい

る場合 )。
停止時刻が設定されていない場合は、 な し と表示さ
れます。
停止時刻の変更については、 「停止モー ド」 の設定
36 ページをご参照 く だ さい。

チャネルご と
のサンプル数

現在接続されているロガー上の有効な各チャネルに
保存済みのサンプル数、 各チャネルの残り容量 ( サン

プル数 )、 および使用中メ モ リのパーセンテージを 

示し ます。 [ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て値を更新 

し ます。

ログ時間

ロガー記録の継続時間を示し ます。 
The value is based on the number of samples in the memory 
multiplied by the sampling interval.[ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し て値を更新し ます。

ウォームア ッ
プ時間

この機能は、 VL-4000 および SP-4000 データ  ロガーが

対象です。 ウォームア ッ プ時間の構成 42 ページをご

参照 く だ さい。

終校正者
vLog VL の場合 : 現在接続されているロガーを前回校正

した企業名、 例えば Vaisala Canada Inc. などを示します。

終校正日 vLog VL の場合 : 前回校正が行われた日付を示し ます。

次回の校正日
vLog VL の場合 : 前回の校正の有効期限日を示し ます。

この日以前にロガーを校正する こ と を推奨し ます。

監査証跡 
リ ン ク

vLog VL の場合 : 高レベルの ト レーサビ リ テ ィ が重要な

場合は、 各ロガーを監査証跡フ ァ イルに リ ン ク し て
く ださい。 これには、 「設定」 ウ ィ ン ド ウの [ 監査証跡

リ ン ク設定 ] ボタ ンを使用し ます。

チャネル 1 温度、 相対湿度、 またはその他の測定。

表 3: 「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウの内容
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ロガーと監査証跡フ ァ イルのリ ンク (vLog VL)
vLog VL を使用し、 セキュ リ テ ィ を有効に設定している場合

は、 ロガーを特定の監査証跡フ ァ イルにリ ンクする こ とが重
要です。 これを行う こ とによ って、 構成の変更履歴を正確に
確認できます。 このリ ンクは、 1 台のロガーで 1 度だけ行い

ます。 ロガーが監査証跡にリ ンク されていない場合は 「ロ
ガー設定」 ウ ィ ン ド ウを開 く と確認が可能で、 警告 「ロガー
が監査証跡にリ ンク されていないロガー」 が表示されます。

ロガーを監査証跡フ ァ イルに リ ン クする方法 :

1 ［ロガー ] | ［設定 ] 選択し、査証証跡リ ン クの行にある [ 設

定 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。

2 このロガーを監査証跡フ ァ イルに リ ン クするダイアログ

ボ ッ ク スが表示されます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

これでロガーが監査証跡フ ァ イルに リ ン ク されたので、 ロ
ガー設定が変更される と この監査証跡に記録されます。 監
査証跡に リ ン ク されたロガーを変更する場合は、 その前に
同じ監査証跡に接続されたコ ンピ ューターにログオン し て
く だ さい。

ロガーの説明の入力

ロガーの説明は、 通信するロガーの識別に役立ちます。 ロ
ガーの用途または場所を説明に含めておき、 使用する前に

チャネル 2
( 複数のチャ

ネルがある 
こ と もあ り 
ます )

温度、 相対湿度、 またはその他の測定。 Vaisala Veriteq 
4000 シ リーズ データ  ロガーには複数のチャネルがあ

り、 各チャネルを各種 ト ラ ンスジューサーの使用に
合わせて設定できます。 チャネルを構成して ト ランス
デューサーと併用する、 39 ページ ページを参照。

[ 新の情報に更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 現在表

示されている値を更新し ます。 [ 設定］ ボタ ンを ク

リ ッ ク し て、 チャネルの有効と無効を切り換えます。
チャネルが無効に設定されていて、 [ 設定 ] ボタ ンが

ない場合、 そのチャネルは工場出荷時に無効に設定
されているため、 ユーザーは有効にできません。

表 3: 「ロガー設定」 ウ ィ ン ド ウの内容
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この説明を確認すれば、 正しいロガーに接続している こ とか
ど うかを簡単に確認できます。

現在接続されているロガーの説明を入力する方法 :

1 [ ロガー ] | [ 説明 ] と選択し て く だ さい。 

2 表示されるボ ッ ク スに、 英数字 16 文字以内 （全角可）

でロガーの説明を入力し ます ( ローカルコ ンピ ューター

の設定によ っ ては、 使用できる文字数が 16 未満の場合

があ り ます )。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存するか、 あるいは 
[ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存せず終了

し ます。

[ 説明 ] フ ィ ール ドのテキス ト は、 画面上のグラ フ、 表デ ィ

スプレ イ、 および印字出力のすべてに表示されます。 この
テキス ト は、 指定する こ とによ って、 ロガーのデータ を PC 
に転送する際に作成するデフ ォル ト  フ ァ イル名に含める こ

と も できます。

注記 : ロガー フ ァ イルおよびグラ フ  フ ァ イルに表示さ

れるチャネルの説明も変更できます (page 56 を

参照 )。

ロガー サンプル取得間隔の設定

ロガーサンプル取得間隔の設定には 4 つの主要ステ ッ プが

あ り ます :

a 「ク リ ア モー ド」 の設定。

b 「開始モー ド」 の設定 (35 ページを参照 ).

c 「停止モー ド」 の設定 (36 ページを参照 ).

d サンプル取得間隔の設定 (37 ページを参照 )。
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「ク リ ア モー ド」 の設定

「ク リ ア モー ド 」 を構成する方法 :

1 [ ロガー ] | [ サンプル取得間隔 ] と選択し て く だ さい。

2 [ ク リ ア モー ド ] で、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択

し ます :

• ロガーをク リ アしない - ロガー メ モ リがいっぱいでない

場合のデフ ォル ト 設定。 ロガー メ モ リがいっぱいではな

く 、 既存のサンプルを消去しないで 「停止モード」 設定
の変更だけを行う場合に、 この設定を用います。 ロガー 
メ モ リがいっぱいの場合、 または 「開始モード」 あるい
は 「サンプル間隔」 の変更が必要な場合は、 「ロガーを
ク リ ア」 設定を使用して必要な変更を行って く ださい。

• ロガーを ク リ ア - ロガー メ モ リがいっぱいになった場合

のデフ ォル ト 設定。 「ロガーを ク リ ア」 設定では、 「開
始モー ド 」 および 「停止モー ド」 パラ メ ーター双方の
修正と、 「サンプル取得間隔」 値の変更が可能です。
この設定を選択する と、 設定変更の完了後にロガーの
メ モ リがク リ ア されます。 データ を前も っ て転送し て
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おかないと失われます。 ロガー上のデータ を残すべき
かど う か分からない場合は、 まず ［ロガー ] | ［転送 ] 
と選択し てデータのコ ピーを作成し た後、 必要なロ
ガー設定変更を行っ て く だ さい。

[ ロガーを ク リ ア ] を選択する と、 [ 開始モー ド ] および [ 停止

モー ド ] ラジオボタ ンが利用可能にな り ます。

「開始モー ド」 の設定

[ 開始モード ] により、 ロガーがサンプル取得を開始する時点を

選択できます。

「開始モー ド」 を設定する方法 :

1 [ ク リ ア モー ド ] で [ ロガーを ク リ ア ] オプシ ョ ンを選択し て

く だ さい。

2 [ 開始モー ド ] で、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択 

し ます :

• すぐに開始 - 「ロガーサンプル取得間隔」 ウ ィ ン ド ウで

行われた変更が接続されているロガーのメ モ リ に適用
されたら、 直ちにこのロガーがサンプルの取得を開始
し ます (1 サンプルの間隔以内 )。

• 指定時刻での開始 - 接続されているロガーが、 事前定義

された将来の日時にサンプルの取得を開始し ます。 そ
の時点まで、 このロガーは動作し ません。 この開始遅
延機能が、 ロガーのメ モ リ を節約し、 無用なデータ収
集を 低限に抑制し ます。 [ 開始時刻 ] オプシ ョ ンを使

用し、 複数のロガーを同期し て記録を同時に開始する
こ と も できます。

3 [ 指定時刻での開始 ] オプシ ョ ンを選択する と、 「ロガー サ
ンプル取得間隔」 ウ ィ ン ド ウの 「開始時刻」 セクシ ョ ン

が使用可能にな り ます。 [ 日付 ]、 [ 時間 ]、 および [ 分 ] ド
ロ ッ プダウン リ ス ト と ［AM] および [PM] ラジオ ボタ ン

を使用し て、 ロガーにサンプルの記録を開始させる時刻
を設定し て く だ さい。

注記 : 当日の日付および時間値よ り前の日付または時
間は選択できません。

必要に応じ て、 [ プ リ セ ッ ト ] ボタ ンを使用する と、 選択

し た日で考えられる も早い開始時刻 ( 時分 ) が自動的

に設定されます。 当日以外の場合、 この値は 12:00AM 
です。
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[ 指定時刻での開始 ] オプシ ョ ン と  [ 指定時刻での停止 ] オプ

シ ョ ンを組み合わせる と、 ロガーの 事前定義モニ タ リ ング

期間を設定する こ とができます。

「停止モー ド」 の設定

[ 停止モー ド ] を使用する と、 メ モ リがいっぱいになった時

点、 あるいは指定された時間に達し た場合の接続されたロ
ガーの動作を選択できます。

「停止モー ド」 を設定する方法 :

 [ 停止モー ド ] で、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択 

し ます :

• メ モ リーフルで古いものから上書き   - ロガーにおける

デフ ォル ト のサンプル収集方法。 この設定を選択する
と、 先入れ先出し方式でサンプルが記録されます。 メ
モ リがいっぱいになった場合は、 も古いサンプルを
破棄し て 新のサンプルに置換し ながら , サンプルの

取得が続行されます。 これによ り、 ロガーからデータ
を転送する際に、 必ず 新のデータが得られます。 メ
モ リがいっぱいになってから上書き開始までの所要時間は、
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ロガーで設定し たサンプル間隔 ( サンプル間隔の設定

37 ページを参照 ) によ っ て決ま り ます。 vLog はこの

時間を自動的に計算し て、 「ロガー サンプル取得間隔」

ウ ィ ン ド ウの 「ログ時刻」 セク シ ョ ンに表示し ます。

注記 : メ モ リの上書き開始が速すぎる場合は、 サンプ
ル間隔を長 く し て く だ さい。

• フルで停止させる - この方法を選択する と、 メ モ リが

いっぱいになる と ロガーが測定を停止し ます。 この場
合は、 上書き し ないで 大数のサンプルを取得できま
す。 データ収集から  PC への転送までに長い時間遅延

がある用途では、 これが特に重要です。 

• 指定時刻に停止 - ロガーのデータ記録を停止する時刻を

厳密に設定し ます。 この設定を選択する と、 「ロガー 
サンプル取得間隔」 ウ ィ ン ド ウの 「ログ時刻」 セク
シ ョ ンおよび 「停止時刻」 セク シ ョ ンの双方が使用可能

にな り ます。

[ ログ時刻 ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト によ り、 ロガーによるサ

ンプル収集時間を設定できます。 例えば、 24 時間、 48 時
間、 7 日などのよ う に設定し ます。

［停止時刻 ] ド ロ ッ プダウン リ ス ト では、 ロガーのサンプル収

集を停止する日時の絶対値を設定できます。

注記 : [ ログ時刻 ] オプシ ョ ンおよび [ 停止時刻 ] オプ

シ ョ ンは相互に関係し ています。 ログ時刻を特
定の期間に設定する と、 停止時刻の値が自動的
に調整されます。 逆に、 停止時刻の日時の値を
調整する と、 ログ時刻の値が自動的に調整され
ます。

サンプル間隔の設定
ロガーのサンプル間隔は、 用途の要件に合わせて変更でき
ます。 また、 サンプル間隔を短 く 設定し て変化の速いデー
タ を捕捉し た り、 読み取り値を分散し て メ モ リ使用量を節
約する と と もに、 モニ タ リ ング期間を長 く し た り できます。

注記 : サンプル間隔を変更できるのは、 「ク リ ア モー

ド」 を 「ロガーをク リア」 に設定している場合の
みです ( 「ク リ ア モード」 の設定 34 ページ )。

現在接続されているロガーのサンプル間隔を変更する方法 :

1 [ ロガー ] | [ サンプル取得間隔 ] と選択し て く だ さい。
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2 [ サンプル間隔 ] で、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト を用い [ 日 ]、 

[ 時間 ]、 [ 分 ]、 および [ 秒 ] を必要なサンプル間隔に設

定し て く だ さい。 毎分 1 回のサンプル間隔を使用する場

合は、 [ デフ ォル ト ] を ク リ ッ ク し ます。 選択できるサン

プル間隔の範囲は、 10 秒から  24 時間です ( ただ し、

VL-1000-VLT およびモデル SP-1016、 SP-1416、 VL-
1016、 VL-1416 は、 1 分以上と な り ます )。 メ モ リが

いっぱいになるまでにロガーが対応できる総期間は、 有
効なチャネル数とサンプル間隔の設定によ っ て決ま り ま
す。 この数値は、 「ロガー サンプル取得間隔」 ウ ィ ン ドウ

の 「ログ時刻」 セク シ ョ ンで自動的に計算されます。

注記 : 1 分未満のサンプル間隔で長時間ロガーを動作

させる と、 バッ テ リーの寿命が短 く な り ます。

ロガー チャネルの有効化と無効化

[ ロガー チャネル］ オプシ ョ ンを使用する と、 現在接続されて

いるロガーのチャネルを有効化または無効化できます。
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注記 : この過程でロガーのメ モ リはク リ ア されます。
ロガー上のデータが重要な場合は、 チャネルを
有効化または無効化する前に、 PC に転送し て

く だ さい。

ロガーのチャネルを有効化または無効化する方法 :

1 [ ロガー ] | [ チャネル ] と選択し ます。

2 表示されるウ ィ ン ド ウで、 チャネルを有効化または無効

化するチ ェ ッ クボ ッ クスを選択するか、 あるいは選択解
除し ます。

[OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 これによ り、 ロガーの

メ モ リ を ク リ アするプロセスが開始されます。 ロガーの
メ モ リ を節約するためには、 使用し ていないチャネルは
無効する と よいで し ょ う。

注記 : 温度および湿度ロガーを使用する場合、 湿度セ
ンサーには温度値が必要なため、 湿度チャネル
を使用するのであれば温度センサー チャネルは

無効にし ないで く だ さい。

チャネルを構成し て ト ラ ンスデューサーと
併用する
このセクシ ョ ンは、 Vaisala Veriteq VL-4000 および SP-4000 シ
リーズ データ  ロガーを使用する場合のみが対象です。 

ト ラ ンスデューサーと併用できるよ う に VL-4000 および 
SP-4000 シ リーズ ロガーを構成し て、 mA または V 以外の

単位の測定値を表示できます。

ト ラ ンスジューサーと併用できるよ う に VL-4000 および SP-4000 
シ リーズ データ  ロガーを構成する方法 :
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1 vLog で、 [ ロガー ] | [ 設定 ]( ) を選択し て く だ さい。

2 「設定」 ウ ィ ン ド ウから、 構成するチャネルの横にある 
[ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 ロガーによ ってチャネル タ
イプが異な り、 それぞれ設定ウ ィ ン ド ウ と若干の手順が
異なります。 通常は、 目的の単位と範囲が表示されるよ う
にロガーの一般的な単位と範囲を構成し て く だ さい。

3 DC 電流チャネルを設定する方法 :

a [ 有効化済みチャネル ] チ ェ ッ クボ ッ ク スが選択されて
いて、 チャネルが有効なこ と を確認し て く だ さい。

b 該当する場合は、 新しいチャネルの説明を入力 
し ます。

c [ 入力信号 ] から、 ご使用の ト ラ ンスデューサーの出
力範囲を指定し ます。

d [ 表示単位 ] で、 入力信号範囲に代わって表示する範
囲と単位を指定し ます。 例えば、 mA の代わり に psi 
など。

e ウォームア ッ プ時間の設定と ト ラ ンスデューサーの
バッ テ リー寿命節約については、 ウォームア ッ プ時
間の構成 42 ページをご参照 く だ さい。
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4 電圧チャネルを設定する方法 :

a [ 有効化済みチャネル ] チ ェ ッ クボ ッ ク スが選択されて
いて、 チャネルが有効な こ と を確認し て く だ さい。

b 該当する場合は、 新しいチャネルの説明を入力します。

c 該当する場合は、 [ 入力範囲 ] に対し てチャネルの電
圧範囲が 1V または 10V のいずれかを選択し ます。

d [ 入力信号 ] から、 ご使用の ト ラ ンスジューサーの出
力範囲を指定し ます。

e [ 表示単位 ] で、 入力信号範囲に代わっ て表示する範
囲と単位を指定し ます。 例えば、 「V」 の代わり に
「psi」 など。

vLog は、SP および VL-4000 ロガーの一部でブール DC 
電圧チャネル タ イプにも対応し ています。 このチャネ

ル タ イプの場合は、 し きい値電圧と 終的な表示単位を

指定し て く だ さい。 例えば、 し きい値を超える電圧を 1 
と し て表示する場合は、 し きい値超過に 1 と入力し、 
Vaisala Veriteq vLog 4.5 41



ロガーの構成
単位を指定し ます）。 通常、 ブールは 1 ( し きい値超過 ) 
または 0 ( し きい値未満 ) のいずれかを選択し ます。 

5 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

ウォームア ッ プ時間の構成
注記 : このセクシ ョ ンは、 Vaisala Veriteq VL-4000 お

よび SP-4000 シ リーズ データ  ロガーのみが対

象です。

VL-4000 および SP-4000 ロガーの中には、 ウォームア ッ プ

時間機能を用いて電源を外部バッ テ リーから ト ラ ンスデュー
サーに切り換える能力 ( 別称 XPS 励磁制御スイ ッチ ) を備え

ているものがあり ます。 これは、 外部 ト ランスデューサーの
電源が外部バッ テ リーの場合に、 電力の節約に役立ちます。

ウォームア ッ プ時間を、 ロガーがデータ を記録するまでの
分数または秒数に指定し ます。 ロガーがデータ を記録する
タ イ ミ ングの設定については、 次をご参照 く だ さい。 ロ
ガー サンプル取得間隔の設定 33 ページ
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ト ラ ンスジューサーのウォームア ッ プ時間を構成する方法 :

1 [ ロガー ] | [ 設定 ] ( ) を選択し て く だ さい。

2 ウォームア ッ プ時間を設定するチャネルに対応する行

で、 [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

3 「チャネル設定」 ウ ィ ン ド ウから、 [ ウォームア ッ プ時間 ] 
を ク リ ッ ク し ます。

4 「ウォームア ッ プ時間」 ウ ィ ン ド ウから、 [ タ イマー ] ラ
ジオ ボタ ンを選択し て く だ さい。 「ロガー設定」 ウ ィ ン

ドウからウォームア ッ プ時間を設定するこ と もできます。

5 タ イマー値を、 ト ラ ンスジューサーがサンプル取得前に

ウォームア ッ プを開始する分数または秒数を設定し ま
す。 デフ ォル ト は 10 秒です。

6 [OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

熱電対と併用できるよ うにロガー チャネルを

構成する
このセク シ ョ ンは、 Vaisala Veriteq VL-1700 および SP-
1700 シ リーズ データ  ロガーを使用する場合のみが対象で

す。 これらのロガーは、 各種熱電対 (E、 J、 K、 R、 S、 およ

び T) と併用できます。 チャネルを構成し て、 使用する熱電

対の種類を指定する必要があ り ます。

熱電対と併用できるよ う に VL-1700 および SP-1700 シ リーズ 
データ  ロガーを構成する方法 :

1 vLog で、 [ ロガー ] | [ 設定 ]( ) を選択し て く だ さい。
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2 「設定」 ウ ィ ン ド ウから、 構成するチャネルの横にある 
[ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

3 「熱電対チャネル設定」 画面で、 [ 有効化済みチャネル ] を
選択し ます。

4 「表示方法」 リ ス ト から、 ご使用の熱電対の種類を選択

し ます。

5 説明を入力し ます。

6 詳細 : 熱電対のケーブルが非常に長い場合は、 温度オフ

セ ッ ト のご指定を推奨いた し ます。 こ こに入力し て く だ
さい。 すべての値がこのオフセッ ト によ り調整されます。

7 [OK] を ク リ ッ ク し て構成内容を保存するか、 あるいは 
[ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し て構成内容を保存せず終了 

し ます。

ロガー サンプルのク リ ア

ロガーを ク リ アする と、 ロガーのメ モ リ内に記録されたす
べてのサンプルが削除されます。

ロガーは、 設定変更を一切行わずク リ アする場合と、 以下
のロガー設定機能の一環と し てク リ アする場合があ り ます。

• チャネルの有効化または無効化

• 開始モー ド設定

• ロガー サンプル間隔の変更

注記 : 新しいロギング セ ッ シ ョ ンを開始する前にロ

ガー サンプルを ク リ アする必要はあ り ません
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が、 ク リ アする こ と で不要な情報をできる限り
保存し ないよ う にできます。

ロガー設定を変更し ないでロガーを ク リ アする方法 :

1 [ ロガー ] | [ ク リ ア ] と選択て く だ さい。

2 「システム時間を確認」 ウ ィ ン ド ウで、 システム時間を

チ ェ ッ ク し ます。

a 表示されている時間が正しければ、 [OK] を ク リ ッ ク
し ます。

b 表示されている時間が正し く ない場合は [ キャンセル ] を
ク リ ッ ク し、 Windows のコ ン ト ロール パネルを用い
て正し く 変更し て く だ さい。 システム日付および時
刻の設定 64 ページをご参照 く だ さい。

注記 : ロガーのメ モ リ を ク リ アする場合は PC の日時

が正確でなければな り ません。 正確でないと、
その後のロガー フ ァ イルの日時値が誤ったもの

にな り ます。

［OK] を ク リ ッ クする と確認ウ ィ ン ド ウが開きます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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ロガーの構成 : バッ チ設定 (vLog VL)
本セク シ ョ ンの手順を用いる前にロガーの構成 27 ページを

お読み く だ さい。 バッ チ設定の使用前に行う設定と選択を
理解し てお く 必要があ り ます。 

vLog VL で使用可能なバッ チ設定機能を用いる と、 設定が非

常に近い複数のロガーを迅速に構成できます。 例えば、
バッ チ設定を用いて、 同一のロガー サンプル設定を使用環

境のすべてのロガーに短時間で適用する こ とができます。

バッ チの 初のロガーを設定する方法 :

1 ロガーがご使用の PC に接続されている こ と を確認 

し ます。

2 [ ロガー ] | [ バッ チ設定 ] と選択し て く だ さい。

3 任意 :[ 新の情報に更新 ] を ク リ ッ ク し て、 使用可能な

ポー ト が表示されるよ う に COM ポー ト  リ ス ト を更新し

ます。

4 「ロガー バッ チ設定」 ウ ィ ン ド ウから、 ロガーが通信し

ている COM ポー ト を選択し て、 バッ チ設定の範囲に含
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まれる COM ポー ト 数を指定し ます。 ( 例 :COM ポー ト  
2、 4、 および 6 でロガーを設定する場合、 選択された 
COM ポー ト 数の表示は、 3 ではな く  5 にな り ます。 )

5 ロガー サンプル取得間隔を設定する場合は、 「ロガー 
サンプル取得間隔設定」領域で [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。  
表示されるウ ィ ン ド ウで、 開始モー ド、 停止モー ド、 サ
ンプル間隔などを設定し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し て く

だ さい。

6 ロガーの説明を設定する場合は、 [ 変更 ] チ ェ ッ クボ ッ ク

スを選択し て、 新しい説明を入力し ます ( ローカル フ ォ

ン ト 設定によ っては、 説明の長さが 16 文字未満になる

こ とがあ り ます )。

7 必要に応じ て、 チャネルを有効化または無効化し て 

く だ さい。

8 チャネルの説明を変更する場合は、 変更するチャネルの 
[ 説明を変更する ] チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し て、 新しい

説明を入力し ます。

9 [ロガーを設定する] を ク リ ッ ク し ます ([閉じ る] を ク リ ッ ク

する と変更は保存されません )。 

10 セキュ リ テ ィ が有効の場合は、 パスワー ド を入力し て、

[OK] を ク リ ッ ク し ます。

11 「システム時間を確認」 ダイアログが表示されたら、 ロ

ガーを ク リ アする前に正確な時間を確認し ます。 [OK] 
を ク リ ッ ク し て く だ さい。

12 説明の変更を確認します。 [OK] をク リ ッ ク して く ださい。

13 変更内容を示すメ ッセージが表示され、 続行するかど うか

確認を求められます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

1 つの COM ポー ト を使用し てバッ チ設定を行う場合の 2 台目以降

のロガー :

1 「ロガー バッ チ設定」 ウ ィ ン ド ウがまだ開いている状態

で、 ロガー ケーブルを現在のロガーから取り外し て、

構成する次のロガーに接続し ます。

2 「ロガー バッ チ設定」 ウ ィ ン ド ウで、 必要に応じ てロ

ガーまたはチャネルの説明を変更し て く だ さい。

3 [ ロガーを設定する ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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4 ロガーと説明の変更を確認し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し

ます。

5 変更内容を示す メ ッ セージが表示され、 続行するかど う

か確認を求められます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

6 指定し た設定がこのロガーに適用されます。

7 残りのすべてのロガーに対して手順 1 ～ 6 を繰り返します。

8 すべてのロガーを設定し たら、 必要に応じ て [ レポー ト を

表示 ] を ク リ ッ クするか、 それ以外の場合は [ 閉じ る ] を
ク リ ッ ク し ます。

複数の COM ポー ト を使用してバッチ設定を行う場合の 2 台目以降の

ロガー (vLog VL):

1 次の COM ポー ト の 「説明を確認する」 ダイアログボ ッ

ク スが開きます。

2 この COM ポー ト が 1 台目のロガーと同じサンプル取得

間隔設定で設定するロガーに割り当てられている場合
は、 手順 5 に進んで く だ さい。 この COM ポー ト が設定

するロガーに割り当てられていない場合は、 [ キャ ン 

セル ] を ク リ ッ ク し ます。

3 メ ッ セージが表示され、 バッ チ設定を終了するかど うか

確認を求められます。 [ いいえ ] をク リ ッ ク して く ださい。

4 設定するロガーに割り当てられた COM ポー ト に達する

まで手順 1 から繰り返し ます。

5 「説明を確認する」 ダイアログボ ッ クスで、 必要に応じ

てロガーと チャネルの説明を変更し ます。 [OK] を ク

リ ッ ク し て く だ さい。

6 変更内容を示す メ ッ セージが表示され、 続行するかど う

か確認を求められます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

7 残りのロガーに対し て手順 1 から繰り返し ます。

8 すべてのロガーを設定し たら、 必要に応じ て [ レポー ト を

表示 ] を ク リ ッ クするか、 それ以外の場合は [ 閉じ る ] を
ク リ ッ ク し ます。
48 © 2011 Vaisala Canada Inc



ロガーの取り付け
ロガーの取り付け
Vaisala Veriteq ロガーは小型軽量なので、 マジ ッ ク テープ、

両面テープ、 ダク ト  テープ、 磁気ス ト リ ッ プなど各種技法を

用いて現場で容易に取り付け可能です。

条件の厳しい環境では、 産業等級の筐体内部に配置し て、
開口部の特殊金具を使用し て筐体から外部センサーと プ
ローブを取り付けます。

ロガー配置のガイ ド :

• 換気 - ロガーの通気口を塞がないで く だ さい。 内部セン

サー （使用されているか、 使用可能な場合） に空気が達す

る障害物のない経路が必要です。

• 振動 - 過剰な振動によ ってユニ ッ ト の取り付けが外れる

場合があ り ます。 設置場所に過剰な揺れや振動がある場
合は、 ロガーをよ り確実に固定し て く だ さい。

• 温度 - 過剰な温度 （高低を問わず） は接着剤に悪影響が

あ り ます。

• 湿気 - 湿気も接着剤の耐久性に悪影響があ り ます。

• 持続性 - 記録期間中は取り付け場所が安定し ている こ と を

確認し て く だ さい。

• 公衆の接近 - ロガーの場所が目立つ場合は、 人が計測を

妨げる こ とがあ り ます。 簡単に近づけないよ う にし て く
だ さい。

外部温度プローブの使用
Vaisala Veriteq ロガーの中には、 外部温度プローブを使用で

き る外部温度チャネルを備えたモデルがあ り ます。 外部温
度プローブを使用し た場合、 ダク ト 内や断熱材下の配管な
ど手が届きに く い場所からデータ を収集できます。

外部温度プローブをこれらのロガーと併用する場合は、 ロガー
との組み合わせて校正されている こ とが条件と な り ます。
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外部温度プローブを使用する方法 :

1 ロガーの必要なチャネルを有効に設定し て く だ さい ( ロ

ガー チャネルの有効化と無効化 38 ページを参照 )。 内

部温度センサーによるモニ タ リ ングが不要の場合は、 メ
モ リ を節約するため無効にし て く だ さい。

注記 : 外部プローブかど うかに関係な く 、 ほとんど使
用し ないチャネルは無効に設定し てロガーのメ
モ リ を節約し ます。 例外の 1 つは、 VL-1700 お
よび SP-1700 データ  ロガーの内部温度チャネ

ルです。

2 温度プローブをロガーのコネク ターに接続して く ださい。

3 「ロガー | 設定」 ウ ィ ン ド ウを使用し てロガーの動作を 

テス ト し て く だ さい ( 必要に応じ て読み取り値を更新 

し ます )。

4 ロガーを目的の場所に配置し て、 記録を開始し ます。

相対湿度センサーの手入れ
Vaisala Veriteq SP および VL-2000 データ  ロガーには、 

相対湿度センサーが付属しています。 このセンサーは汚れと
結露に耐える設計ですが、 できる限り ロガーを汚染物に晒
さ ないよ う にし て く だ さい。

具体的な環境については、 Vaisala Canada Inc にお問い合わ

せ く だ さい。
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第 3 章 :  ロガー ファイルの読込み

このセク シ ョ ンで解説する項目 :

• ロガー データ読込みおよび読込み環境設定

• ロガー フ ァ イル作成レポー ト および ID 番号の生成 (vLog VL)

• システム日付および時刻の設定

• タ イムゾーンの変更

• ロガー データの PC へのバッ チ読込み (vLog VL)



データの読込み
データの読込み
ロガーのメ モ リからデータ を読込みする と、 vLog がこの

データのコ ピーを作成し て、 ご使用の PC 上にロガー フ ァ

イルと し て格納し ます。

ロガー読込みは個別 ( ロガーご と ) あるいはバッ チ (vLog を
使用し ている COM ポー ト の範囲を選択 ) で実行できます。 

セキュ リ テ ィ 保護されたロガー (VL ロガー ) のデータは、 

セキュ リ テ ィ 保護されたロガー フ ァ イルに格納されます。

セキュ リ テ ィ 保護されてないロガー (SP ロガー ) のデータ

は、 セキュ リ テ ィ保護ていないロガーフ ァ イルに格納されま
す。 ロガー フ ァ イルはすべて拡張子が .spl です。 SP ロガー

のロガー フ ァ イルはセキュ リ テ ィ 保護されていないため、

vLog SP または vLog VL で開けます。 VL ロガーのフ ァ イル

はセキュ リ テ ィ保護されており、 vLog VL でなければ開けま

せん。

ロガー フ ァ イルを vLog に挿入する と、 含まれる情報をグ

ラ フあるいは表形式のレポー ト と し て表示できます。

VL データ  ロガー (vLog VL)

データ読込みプロセス中に、 vLog はロガー フ ァ イル作成レ

ポー ト および 一意のロガー フ ァ イル ID 番号を VL シ リーズ 
ロガーに対し て生成し ます。 ロガー フ ァ イル ID 番号はロ

ガー フ ァ イルおよびグラ フ  フ ァ イルにも表示されるため、

ロガーから 終グラ フ  フ ァ イルまでデータ を容易に把握で

きます。 読込みプロセスはロガー上のデータに影響せず、
データが削除される こ と もあ り ません。

データ読込みの前に転送環境設定を行い、 読込まれるデー
タ をロガー フ ァ イルと して保存する PC 上のフ ォルダーへの

書き込み権限がある こ と を確認し て く だ さい。

読込み環境設定の設定
多様なロガー構成環境設定を利用可能です :

• ロガー フ ァ イルのフ ァ イル名形式の初期設定を構成し、

フ ァ イル ス ト レージ管理に役立てます。
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• 読込み後、 ロガー フ ァ イル作成レポー ト を表示するよ う に 
vLog VL を構成し ます。 このレポー ト には、 読込みの全

詳細が表示されます。 印刷できるこのレポー ト が、 ロガー 
フ ァ イルと印刷された記録を対応付けるセキュ リ テ ィ保護
された検証可能な手段と な り ます。 レポー ト は個別ロ
ガー読込みに対してのみ作成され、 バッチ読込みの場合は
作成されません。

• エラーが検出される とバッ チ読込み操作に割り込むよ う に 
vLog VL を構成し ます。 この選択を行わないと、 vLog は
検出されたエラーをすべてスキッ プ して、 バッ チ読込みを
完了し ます。

注記 : vLog 4.10 で追加されたロガー フ ァ イル作成レ

ポー ト 機能によ り、 ロガー フ ァ イルの検証に

ユーザ名とパスワー ド を使用する必要がな く な
り ま し た。 データ読込み時にユーザー名とパス
ワードの入力ダイアログを表示する vLog 構成を

継続する場合は、 page 113 をご参照 く だ さい。

フ ァ イル名形式の初期設定を構成する
フ ァ イル名形式の初期設定を構成する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[読込み ] タ ブを選択

し ます。
Vaisala Veriteq vLog 4.5 53



データの読込み
2 3 つの [ フ ィ ール ド ] 列で、フ ァ イル名に含める情報を選

択します。 各フ ィ ールドに以下のオプシ ョ ンがあります :

オプシ ョ ン 形式

な し このフ ィ ールドは、 ロガー フ ァ イル名形

式では使用されません

シ リ アル 
番号

8 桁のロガー シ リ アル番号

説明 ロガーの説明

日付および
時刻

yyyy-MM-dd_hh-mm。 こ こ で :
yyyy は年

MM は月

dd は日

hh は時間

mm は分

日付 yyyy-MM-dd。 こ こ で :
yyyy は年

MM は月

dd は日

時刻 hh-mm。 こ こ で :
hh は時間

mm は分

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ロガー データの PC への読込み

1 台のデータ  ロガーに格納された情報を PC に読み込む方法 ：

1 データ  ロガーを PC に接続し ます (page 16 を参照 )。

2 COM ポー ト が構成済みである こ と を確認し ます (page 
25 を参照 )。

3 読込まれたデータ をロガー フ ァ イルと し て保存する PC 
上のフ ォルダーへの書き込み権限がある こ と を確認し て
く だ さい。
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4 [ ロガー] | [ 読込み ] ( または [F12]) と選択します。これによ

り ロガーと  PC 間の通信プロセスが開始され、 「読込み

ウ ィ ザー ド」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

5 ウ ィ ン ド ウに表示されている現在の日付と時刻が正しい

こ と を確認し ます。 日付と時刻が正し く ない場合は、
Windows コ ン ト ロール パネルを使用し て日付と時刻を

更新し ます。 “ システム日付および時刻の設定 ” page 64
をご参照 く だ さい。

注記 : データ  ロガー設定またはロガー データ読込み時

には、 PC の日付および時刻が正し く なければ

な り ません。 そ う でない場合は、 ロガー フ ァ イ

ルのタ イムス タ ンプが不正確と な り ます。
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6 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

7 大 64 文字でロガーの説明を編集するか、 あるいは確

認し ます。 このフ ィ ールド入力の初期設定は、 ロガーの
メ モ リ に格納されている既存の説明を使用する、 です (“
ロガーの構成 ” page 27 を参照 )。 初期設定のロガー説

明を使用するか、 残る文字スペースを使用し て用途ある
いはデータ  ロガーの場所を詳し く 説明し ます。

注記 : こ こで説明を変更しても、 ロガーのメ モリに格納
されている説明は変更されません。

8 リ ス ト されるロガー チャネルの説明を編集するか、 ある

いは確認し ます。

9 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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10 ロガー フ ァ イル名の初期設定を使用するか、 あるいは 
[ ブラウズ ] を ク リ ッ ク して、 ロガー フ ァ イルを別の名前

またはフ ォルダーに保存し ます。

11 vLog SP を使用し ている場合は、 続いてステ ッ プ 13 に
進みます。

12 vLog VL は、 フ ァ イルを読込む際にユーザー名およびパ

スワー ド入力のダイアログを表示するよ う に構成されて
います ([ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] | [ 読込み ])。 [ 次へ ] を
ク リ ッ クする と、 以下のウ ィ ン ド ウが開きます。
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13 ユーザー名およびパスワー ド を入力し ます。 パスワー ド

を再入力し て確認し ます。

CAUTION:この機能を使用する場合は、 こ こ で入力する
ユーザー名とパスワー ド を忘れないこ とが重要
です。 グラ フ を検証する と きにパスワー ドの再
入力が必要にな り ます (page 85 を参照 )。

ユーザー名とパスワー ドのリ カバリー
は容易ではあ り ません ( 技術サポー ト

が必要と な り ます )。

14 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 ロガーがデータ を PC に読み

込んで、 その進捗状況が 「サンプル読込み」 ウ ィ ン ドウに
表示されます。
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15 vLog VL を使用し ている場合、 すべてのサンプルが読込

まれる と、 ロガー フ ァ イル作成レポー ト が開きます。

このレポー ト のコ ピーが必要であれば印刷し て く だ さい 
( このレポー ト に含まれる情報はロガー フ ァ イルで利用

可能です )。

レポー ト のコ ピーを印刷する場合は、 [ 印刷 ] を ク リ ッ ク

し ます。 ウ ィ ン ド ウを閉じ て、 ｖ Log メ イ ン ウ ィ ン ド

ウに戻る場合は、 [ 閉じ る ] を ク リ ッ ク し ます。

注記 : 読込み後もデータはロガーに残り ます。 ロガー
のメ モ リがフル状態でなければ、 データ  ロガー

は割り込みな く 、 内部メ モ リ にデータ を格納し
続けます。 データ  ロガーを ク リ アする場合

は、 “ ロガー サンプルのク リ ア ” page 44 をご

参照 く だ さい。

16 新し く 読込まれたロガー フ ァ イルを、 新しいグラ フあ

るいはアク テ ィ ブ ( 現在の ) グラ フがあれば、 これに挿

入し ます。

17 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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18 表示される 「チャネルを選択」 ウ ィ ン ド ウで、 グラ フに

表示するチャネルを確認し ます。

19 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

20 表示するチャネルのいずれかが相対湿度を記録し ている

場合は、 以下のウ ィ ン ド ウが開きます。 相対湿度チャネ
ルの表示方法を確認し ます。

21 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 新し く 読込まれたフ ァ イルが、

ステ ッ プ 16 での選択に基づいて、 ア ク テ ィ ブ グラ フ ま

たは新しいグラ フに表示されます。
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22 表示するチャネルのいずれかが熱電対チャネルの場合

は、 以下のウ ィ ン ド ウが表示されます。

23 表示方法と温度オフセ ッ ト を確認し ます。 熱電対のケー

ブルが非常に長い場合は、 温度オフセ ッ ト のご指定を推
奨いたします （すべての値がこのオフセッ ト によ り調整

されます )。

24 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 新し く 読込まれたフ ァ イルが、

ステ ッ プ 16 での選択に基づいて、 アク テ ィ ブ グラ フ ま

たは新しいグラ フに表示されます。

ロガー フ ァ イル作成レポー ト  (vLog VL)
 vLog VL ソ フ ト ウ ェ アは、 個別読込みによ って VL ロガー 
データが PC に読込みまれる と、 オプシ ョ ンのロガー フ ァ

イル作成レポー ト を作成し て、 表示するよ う に構成できま
す。 このレポー ト は、 バッ チ読込みで読込まれたロガーの
場合は作成されません。

このレポー ト には、 作成する各ロガー フ ァ イルの詳細記録

が表示されます。 各レポー ト に、 一意の自動生成ロガー 
フ ァ イル ID 番号が記載されます。 この番号によ り、 検討と

承認のために印刷されたレポー ト またはグラ フ上で個々の
ロガー フ ァ イルを明確に特定できます。
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ロガー フ ァ イル作成レポー ト には、 ロガー フ ァ イル ID 番
号の他に、 検証プロセスの一環と し て必要と なる以下の情
報が含まれています :

• ロガー フ ァ イル名

• ロガーの説明

• データ  ロガーのハー ド ウ ェ ア モデル

• データ  ロガーのハー ド ウ ェ ア リ ビジ ョ ン

• データ  ロガーのフ ァームウ ェ ア バージ ョ ン番号

• データ  ロガーのシ リ アル番号

• フ ァ イル開始時刻

• フ ァ イル停止時刻

• サンプル間隔

• フ ァ イル サンプル カウン ト

• フ ァ イルのセキュ リ テ ィ 保護の有無

• フ ァ イルを作成し たユーザー名 ( そのオプシ ョ ンが選択

されている場合 )

• 作成時刻

• タ イムゾーン

• データ  ロガーを 後に校正し た企業名

• 終校正日

• 次の推奨校正日
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データの読込み後にロガー フ ァ イル作成レポー ト を作成するよ うに 
vLog を構成する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択して、[読込み ] タブを選択しま

す。

2 [ ロガーからサンプルを読込み後にロガー フ ァ イル作成レポー

ト を表示する ] オプシ ョ ンを選択し ます。
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3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ロガー フ ァ イル ID 番号 (vLog VL)
ロガー フ ァ イル ID 番号は、 VL ロガー フ ァ イルが作成され

るご とに自動生成される一意のチ ェ ッ クサム値です。 ロ
ガー フ ァ イル作成レポー ト のよ う にロガー フ ァ イル ID 番
号を記録する こ とによ って、 許認可プロセスの中で署名が
必要となるすべてのレポー ト およびグラ フに、 この ID 番号を

確実に表示できます。

ロガー フ ァ イル ID 番号は、 以下のフ ァ イルおよび文書に記

載されます :

• ロガー フ ァ イル作成レポー ト

• ロガー フ ァ イル

• 挿入済み VL ロガー フ ァ イル データが含まれるグラ フ  
フ ァ イル

• レポー ト

システム日付および時刻の設定
Windows オペレーテ ィ ング システムを使用し て PC の日付および

時刻を設定する方法 :

1 [ ス ター ト ] | [ コ ン ト ロール パネル ] と選択し た後、 [ 日付と 

時刻 ] をダブルク リ ッ ク し ます。

2 時刻を正しい値に リ セ ッ ト し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ロガー データの PC へのバッ チ読込み   
(vLog VL)

複数のロガーに格納された情報を PC にバッ チで読込む方法 :

1 データ  ロガーを PC に接続し ます (page 16 を参照 )。

2 COM ポー ト が構成済みである こ と を確認し ます (page 
25 を参照 )。

3 読込まれたフ ァ イルを保存する PC 上のフ ォルダーへの

書き込み権限がある こ と を確認し て く だ さい。
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4 [ ロガー ] | [ バッ チ読込み ] と選択し ます。 「バッ チ読込み

ウ ィ ザー ド」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

5 ウ ィ ン ド ウに表示されている現在の日付と時刻が正しい

こ と を確認し ます。 日付と時刻が正し く ない場合は、
Windows コ ン ト ロール パネルを使用し て日付と時刻を

更新し ます (64 ページを参照 )。

注記 : データ  ロガー設定またはロガー データ読込み時

には、 PC の日付および時刻が正し く なければ

な り ません。 そ う でない場合は、 ロガー フ ァ イ

ルのタ イムス タ ンプが不正確と な り ます。

6 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

7 バッ チの 初の COM ポー ト を選択し た後、 バッ チ読込

み範囲に含まれる COM ポー ト数を選択します。 ( 例 :
COM ポー ト  2、 4、 および 6 でロガーからデータ を読込
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む場合、 選択された COM ポー ト 数の表示は、 3 ではな

く  5 にな り ます。 )

8 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

9 ロガー フ ァ イルが作成される初期設定フ ォルダーを使用

するか、 あるいは [ ブラウズ ] をク リ ッ ク して別の場所を

選択し ます。

10 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

11 vLog がロガー データ を PC に読込んで、 その進捗状況

が表示されます。 すべてのデータが読込まれる と、 新し
いロガー フ ァ イルを新しいグラ フあるいはア ク テ ィ ブ (
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現在の ) グラ フに挿入するダイアログ ボ ッ ク スが表示さ

れます。 該当する ラジオ ボタ ンを選択し ます。

12 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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第 4 章 :  グラフの操作

vLog の主要コ ンポーネン ト であるグラ フ を使用すれば、 データ

の表示と分析が行えます。

このセク シ ョ ンで解説する項目 :

• 既存のグラ フ  フ ァ イルの表示および新しいグラ フ  フ ァ イルの

作成

• グラ フのフ ォーマ ッ ト : グラ フ  タ イ ト ルの追加、 フ ォ ン ト の

変更、 タ イム ゾーンのフ ォーマ ッ ト 、 および測定単位の設定

• グラ フの操作 : 拡大縮小、 温度スケールの変更、 サンプル ス
ムージング、 ラ イ ン番号および水平ラ イ ンの表示

• グラ フ  データの新しい位置への移動 : グラ フのコ ピーおよび

貼り付け、 グラ フ  データのエ クスポー ト 、 グラ フの印刷
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グラ フ  フ ァ イルの表示および作成
既存のグラ フ  フ ァ イル (.spg) を開 く 方法 :

1 [ フ ァ イル ] | [ 開 く ]( あるいは [Ctrl+O] キー ) と選択 

し ます。

2 開 く グラ フ  フ ァ イルを参照し ます。

3 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

vLog ウ ィ ン ド ウにグラ フが開きます。

新しいグラ フの作成方法 :

 [ フ ァ イル ] | [New ( 新規 )]( あるいは [Ctrl+N]) と選択 

し ます。

空白のグラ フ  ウ ィ ン ド ウが開き、 1 つ以上のロガー フ ァ イ

ルを挿入できる状態になっています。 新しいグラ フ名は初
期設定 (Graph1 など ) です。 この名前は保存する と きに 

変更できます。

ロガー フ ァ イルの挿入

ロガー フ ァ イルをグラ フに挿入する方法 :

1 [ フ ァ イル ] | [ ロガー フ ァ イルを挿入 ]( ) と選択し ます。

注記 : 挿入する フ ァ イルが sGo を使用し て作成されて

いる場合は、 [ フ ァ イル ] | [sGo フ ォルダから ロ

ガー フ ァ イルを挿入 ] と選択する と正しいフ ォ

ルダーが自動的に開きます (Palm OS® 用 Veri-
teq sGo ソ フ ト ウ ェ アを使用する と、 ノ ー ト

ブ ッ ク  コ ンピ ューターの代わり に Palm™ ヘン

ド ヘルド  デバイスを用いて Veriteq SP シ リーズ 
データ  ロガーの設定、 読み取り、 およびダウン

ロー ド を実行できます )。

2 挿入するロガー フ ァ イルを選択し ます。
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3 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。「チャネルを選択」 ウ ィ ン ド ウ

が開きます。

4 グラ フに表示するチャネルを選択し ます。

5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6 挿入する フ ァ イルに温度と湿度が含まれ、 相対湿度表示

方法の確認オプシ ョ ンが [ はい ] に設定されている場合

は、 「相対湿度チャネルを確認する」 ウ ィ ン ド ウが開き、
相対湿度の表示方法を選択するダイアログが表示 
されます

値の表示方法を確認し た後、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

湿度ロガー フ ァ イルの操作時にこのウ ィ ン ド ウが表示

されない場合は、 以下のいずれかを実行し て く だ さい :

• [ 今後このメ ッ セージを表示し ない ] チ ェ ッ クボ ッ ク
スを選択し た後に [OK] を ク リ ッ クするか、 あるい
は

• [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し、 [ 挿入 ] タ ブを
選択し て [ 相対湿度チャネル用の表示方法を確認す
る ] チ ェ ッ クボ ッ クスを選択解除し ます。

7 熱電対チャネルが含まれる フ ァ イルを挿入する場合は、

チャネルの表示方法を確認し、 必要に応じ て温度オフ
セ ッ ト を確認し ます :
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ロガー フ ァ イルがグラ フに表示されます。 ロガー フ ァ イルに

複数のチャネルがある場合は、 グラ フの各ラ イ ンに対し て
区別しやすい色が自動的に選択されます。

注記 : VL ロガー : グラ フに表示されているロガー フ ァ

イル ID 番号をチ ェ ッ ク し て、 正しいフ ァ イルが

表示されているかど うか確認し ます。 

複数のロガー フ ァ イルの挿入

1 つのグラ フに複数のロガー フ ァ イルを挿入できます。 こ

れは、 ロガー フ ァ イルの測定範囲と日付が似通っている場

合に有効です。 データ を容易に比較できる と と もに、 前後
の検討や異なるロガーから収集されたデータの確認に特に
役立ちます。

グラ フにロガー フ ァ イルを追加挿入する場合は、 “ ロガー 
フ ァ イルの挿入 ” page 70 挿入する各ロガー フ ァ イルの手

順に従います。

注記 : SP シ リーズと  VL シ リーズのロガー フ ァ イル

を比較する と、 グラ フの左上隅に 「セキュ リ
テ ィ 保護な し」 と表示されます。 これは、 ロ
ガー フ ァ イルの中に、 セキュ リ テ ィ 保護のない

形式を使用するロガーから作成されたものが １  
つ以上ある とい う こ と です。 セキュ リ テ ィ の問
題を調べる場合は、 セキュ リ テ ィ 問題レポー ト
を作成し て く だ さい (page 105 を参照 )。

グラ フからチャネルを削除する
1 つ以上のロガー フ ァ イルあるいはチャネルが複数の単独

フ ァ イルが含まれるグラ フ を表示し た場合、 チャネルの 1 
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つと それに関連するグラ フのラ イ ンを削除する と見やす く
な り ます。

アク テ ィ ブ グラ フからチャネルを削除する方法 :

1 [ チャネル情報 ] テーブルから、 削除するチャネルを 

強調表示し て、 以下の手順の いずれかを行います :

• メ ニューから、 [ 編集 ]| [ チャネルを削除する ] と選択

し ます。

• [ チャネル情報 ] テーブルで該当するチャネルを右ク

リ ッ ク し て、 [ チャネルを削除する ] を選択し ます。

2 確認ウ ィ ン ド ウが開きます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し て確認

し ます。

アク テ ィ ブ グラ フからチャネルと それに関連するグラ フの

ラ イ ンが削除されます。

グラ フのスク ロール
スク ロールする こ とによ っ て、 画面に表示されたグラ フ を
右または左にシフ ト できます。 スク ロールするご とに、 1 
目盛り分だけグラ フがシフ ト されます。

画面上のグラ フ を左にスク ロールする方法 :

 [フ ォーマ ッ ト ] | [前にスク ロールする ] ( あるいは [Alt + 左
矢印 ]) と選択し ます。

グラ フ を右にスク ロールする方法 :

 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 次にスク ロールする ] ( 、あるいは [Alt 
+ 右矢印 ]) と選択し ます。
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グラ フの値および時刻の確認
現在のアク テ ィ ブ グラ フ上で正確な値および時刻を確認する方法 :

1 [フ ォーマ ッ ト ] | [カーソルを配置する]( あるいは [F7]) と選

択し ます。

2 マウスまたは矢印キーを使用し て、 カーソル ラ イ ンを 
X 軸に沿って配置し ます。 ウ ィ ン ド ウの左下に、 カーソ

ル ラ イ ンを配置し た正確な日付および時刻と、 そのポ

イ ン ト に対応する正確な値が表示されます。

3 カーソルをロ ッ クする場合は、 マウスをク リ ッ クするか、

[Enter] を押し ます。

垂直カーソル バーを削除する方法 :

 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ カーソルを削除する ] ( または [F6]) と選

択し ます。

タ イムゾーンの変更
世界各地のユーザーと情報を共有し ている場合は、 特定の
タ イムゾーンに合わせてグラ フ を表示できます。

グラ フのタ イムゾーンを変更する方法 :

1 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ タ イムゾーン ] と選択し ます。
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2 「タ イムゾーンを フ ォーマ ッ ト 」 ウ ィ ン ド ウで、 ド ロ ッ

プダウン リ ス ト を使用し て、 データ を表示する タ イム

ゾーンを選択し ます。

グラ フ  タ イ ト ルの追加

現在のアク テ ィ ブ グラ フに詳細な タ イ ト ルを追加する方法 :

1 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ タ イ ト ル ] と選択する と、 タ イ ト ル ウ ィ

ン ド ウが開きます。

2 タ イ ト ル ( 大 50 文字 ) を入力し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

グラ フ  フ ォ ン ト の選択

PC に搭載されている フ ォ ン ト はすべて、 グラ フの表示と 

印刷に使用できます。

グラ フ  フ ォ ン ト を変更する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[ グラ フ ] タ ブを選択

し ます。

2 [ グラ フ  フ ォ ン ト ] を ク リ ッ ク し ます。
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3 変更する [ フ ォン ト ]、[ フ ォン ト  スタ イル ]、および [ サイズ ] 
を選択し ます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

5 フ ォ ン ト  ス タ イルとサイズが適切でない場合は、 [ 初期 

設定に復元 ] を選択し ます。

拡大
拡大によ って、 現在表示されているグラ フの一部を細か く
表示できます。 また、 余分なデータ を取り除いて、 設定さ
れた時間 (24 時間など ) を対象とするグラ フ を表示する と 

と もに、 表形式で印字出力する こ と も可能です。

拡大の方法は 2 つあ り ます :

• 拡大縮小選択ツールを使用。 も速 く 簡単に拡大縮小で
きる方法です。

• [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 時間スケール ] オプシ ョ ンを使用。 拡大

された X 軸時間スケールを厳密に操作できます。 開始お

よび終了の時刻と日付を入力するこ とによ り拡大できます。

拡大縮小選択ボ ッ クスを使用し てグラ フ を拡大する方法 :

1 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 拡大 ]( あるいは [F9]) と選択し ます。グ

ラ フに垂直ラ イ ンが表示されます。
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2 マウスまたは矢印キーを使用し て、 拡大する部分の始点

に垂直ラ イ ンを移動し ます。

3 以下の手順のいずれかを実行 :

a マウスの左ボタ ンを押し たまま、 拡大する部分の 
終点に次のカーソル ラ イ ンを移動し ます。

b マウス ボタ ンを放すと、 指定し たエ リ アが拡大表示
されます。
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あるいは :

a [Enter] を押し て垂直ラ イ ンを固定し ます。

b 矢印キーを使用し てズーム ボ ッ クスを広げます。

c [Enter] を押すと、 指定し たエ リ アが拡大表示 
されます。

注記 : データに対し て拡大縮小ボ ッ クスを正確に広げ
られない場合は、 時間スケール四捨五入設定を
オフにし てみて く だ さい。 [ ツール ] | [ オプシ ョ

ン ] と選択し て  [ 全般 ] タ ブを選択し た後、 [ 拡

大後に時間スケールを自動的に四捨五入 
する ] をチ ェ ッ クボ ッ クスを選択解除し ます。

時間スケールのフ ォーマ ッ ト によ って拡大する方法 :

1 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 時間スケール ] と選択するか、あるいはグ

ラ フの一番下に表示されている日付と時刻にカーソルを
合わせて右ク リ ッ ク し、 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 時間スケール ] 
と選択し ます。
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「タ イムスケールを フ ォーマ ッ ト する」 ウ ィ ン ド ウが開
きます。

2 [ 開始時刻 ] のド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 グラ フの詳細

表示する部分の始点に当たる開始日付および時刻を選択
し ます。

3 [ 終了時刻 ] のド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 グラ フの詳細

表示する部分の終点に当たる開始日付および時刻を選択
し ます。

4 [ プ リ セ ッ ト ] ボタ ンを使用すれば、 選択し た歴日の開始

時点 (00:00:00) に時刻を自動的に設定する こ と も可能 

です。

5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

縮小
縮小の方法 :

 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 縮小 ]( あるいは [F10]) と選択し ます。

グラ フが元の状態に戻るまで縮小できます。

測定単位のフ ォーマ ッ ト
vLog は、 表示されるあらゆるグラ フに合わせて Y 軸スケー

ルを自動的に決定し、 小数点位置を初期設定し ます。 これ
らの設定は、 必要に応じ て変更できます。
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Y 軸スケール

Y 軸スケールを変更する方法 :

1 変更するグラ フが開いた状態で 
[ フ ォーマ ッ ト ] | [ 単位 ] を選択する と、 「単位を フ ォー

マ ッ ト する」 ウ ィ ン ド ウが開きます。

2 [ 単位 ] のド ロ ッ プダウン リス トから、使用する測定単位を

選択し ます。

3 [ 以下の対象用に設定を変更］ の ド ロ ッ プダウン リ ス ト か

ら、 変更の適用対象と し て  [ 現在のグラ フ ] または [ シス

テム初期設定 ] を選択し ます。 [ システム初期設定 ] を選択

し て入力し た設定は、 同じ単位が使用される新しいグラ
フに自動的に適用されます。

4 [ スケール ] で [ マニュアル ] を選択し た後、表示する軸の

大値と 小値を入力し ます。

5 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し、 [OK] を ク リ ッ

ク し て閉じ ます。

小数点位置による精度の変更
小数点位置による精度を変更する方法 :

1 変更するグラ フ  フ ァ イルが開いた状態で 
[ フ ォーマ ッ ト ] | [ 単位 ] を選択する と、 「単位を フ ォー

マ ッ ト する」 ウ ィ ン ド ウが開きます。
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2 [ 単位 ] のド ロ ッ プダウン リス ト から、変更する測定単位を

選択し ます。

3 [ 以下の対象用に設定を変更］ のド ロ ッ プダウン リス トから、

変更の適用対象と し て  [ 現在のグラ フ ] または [ システム初

期設定 ] を選択し ます。 [ システム初期設定 ] を選択し て入

力し た設定は、 同じ単位が使用される新しいグラ フに自
動的に適用されます。

4 [ 小数点位置 ] で [ マニュアル ] オプシ ョ ンを選択し、ド ロ ッ

プダウン リ ス ト から小数点以下の桁数を選択し ます。

5 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し、 [OK] を ク リ ッ

ク し て閉じ ます。

温度スケールの変更
温度は摂氏または華氏で表示できます。

温度スケールを変更する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[全般 ] タ ブを選択し

ます。
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2 [ 温度スケール ] で [ 華氏 ] または [ 摂氏 ] を選択し ます。

この設定は、 グラ フ、 表示、 および印刷されたレポー ト の
すべてに適用されます。

サンプル スムージングの設定

vLog では、 サンプル スムージングによ っ てロガー フ ァ イ

ルがグラ フに挿入された際の解釈方法が決まるため、 ロ
ガー フ ァ イル内の 「ノ イズ」 の影響を抑制する こ とができ

ます。

サンプル スムージングは、 表示されるチャネル値を変化さ

せるために必要な入力信号の 低限の変更であ り、 A/D コ
ンバーターの生カウン ト 単位で定義されます。

vLog では、 2 つの異なるサンプル スムージング値を設定で

きます : 熱電対チャネル用とその他のチャネル タ イプ用です。

注記 : サンプル スムージングはサンプルの解釈方法と

グラ フおよびレポー ト での表示方法にのみ効果
があ り ます。 ロガーおよびロガー フ ァ イルに含

まれるデータは、 どのサンプル スムージング関

連の設定にも影響されません。
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サンプル スムージングを設定する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[挿入 ] タ ブを選択し

ます。

2 [ サンプル スムージング ] ( 生カウン ト 内 ) で以下のオプ

シ ョ ンのいずれかを選択し ます。

• ゼロ - 応答性が も高いグラ フが作成されますが、 記録

された読み取り値はノ イズの影響を受けやす く なり ます

• １  つ ( 初期値 ) - ほとんどの用途に適し ています

• 2 つ - 入力ノ イズを低減し て、 安定性の高いグラ フ を

作成し ます

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

水平ラ イ ンをグラ フに追加する
水平ラ イ ンは、 大値、 小値、 平均値、 およびユーザー
が選択し たイ ンジケーターを表示する こ とによ り、 vLog グ
ラ フの価値を高めます。

大値、 小値、 および平均値ラ イ ンは、 自動的に追加す
るか、 ユーザーがカスタマイズして追加するこ とができます。

ラ イ ンを自動的に追加する場合、 作成するグラ フの表示単
位は温度または湿度など、 1 種類でなければな り ません。
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大値、 小値、 および平均値には、 大値と 小値に達し
た日付と時刻を含めてマーカーが表示されます。

特定のし きい値に達し た時点を示すラ イ ンを追加し た り、
グラ フに表示される単位の種類が複数の場合にラ イ ンを追
加し た り など、 マニュアルでラ イ ンを追加する こ と も可能
です。

ラ イ ンを自動的に追加する方法 :

 有効なグラ フから、 [ フ ォーマ ッ ト ] | [ 自動水平ラ イ ン ] と 

選択し ます。

色分けされた水平ラ イ ンによ り 大値、 平均値、 および
小値がグラ フに表示されます。 大値は赤、 平均値は緑、

小値は青です。

グラ フ を拡大する と、 水平ラ イ ンの表示が、 選択された時
間内における 大値、 平均値、 および 小値に変更されます。

ラ イ ンを手動で追加する方法 :

1 有効なグラ フ  フ ァ イルから、[ フ ォーマ ッ ト ] | [ マニュアル

水平ラ イ ン ] と選択し ます。

2 「マニュアル水平ラ イ ンを フ ォーマ ッ ト する」 ウ ィ ン ド ウに、

追加する水平ラ イ ンの値、 ラベル テキス ト 、 色、 およ

び表示単位を入力し ます ( 色分けされたラ イ ンは 4 本 

まで )。

選択し た色、 ラベル、 単位、 および値に基づいてラ イ ンが
グラ フ上に表示されます。

ラ イ ン番号をグラ フに表示する

vLog は、 複数のラ インを異なる色でグラ フ上に表示します。

モ ノ ク ロ印刷する場合には、 必要に応じ てグラ フ上のラ イ
ンに番号を追加できます。
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グラ フのラ イ ン上に番号を表示する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[ グラ フ ] タ ブを選択

し ます。

2 [ 表示されたグラ フ上のラ イ ン番号 ] で [ 有効化済み ] を 

選択し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

グラ フの検証 (vLog VL)
vLog VL で有効化されたユーザー名とパスワー ド を使用し て

フ ァ イルを読込んだ場合は、 作成されるグラ フの右上隅に
「未検証」 と表示されます。 グラ フの検証手順については、
page 113 をご参照 く だ さい。

注記 : ロガー フ ァ イル Ｉ Ｄ  番号の追跡が可能になっ

たため (“ 読込み環境設定の設定 ” page 52 を参

照 )、 現在この検証方法は推奨し てお り ません。
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グラ フのコ ピーおよび貼り付け
vLog を使用すれば、 グラ フ を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし

て、 Microsoft Word フ ァ イルや PowerPoint プレゼンテー

シ ョ ン フ ァ イルなどの他のアプ リ ケーシ ョ ンに貼り付ける

こ とができます。

グラ フ  データ を コ ピーする方法 :

1 vLog から  [ 編集 ] | [ コ ピー ]([Ctrl+C]) と選択し ます。

2 グラ フ  イ メ ージを貼り付けるアプ リ ケーシ ョ ンに移動

し ます。 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンで、 [ 編集 ] | [ 貼り 

付け ] と選択し ます。

グラ フ  データのエクスポー ト

vLog を使用すれば、 グラ フ  データ をエ ク スポー ト  （.txt ま
たは .csv 形式 ) し て、 表計算プログラムやデータベース プ
ログラムにイ ンポー ト し、 詳細な分析と操作を行う こ とが
できます。 日付および時刻を 1 列に表示するか、 別々の列

に表示するかの指定も可能です。 他の方法と し て、 履歴
データ  レポー ト を表示し て保存できます。 このレポー ト に

は、 同一のデータ だけでな く 多数の情報が含まれます (“ 履

歴データ  レポー ト ” page 92 を参照 )。

グラ フ データ を .txt または .csv フ ァ イルにエクスポー ト する方法 :

1 初期設定で、 日付および時刻は 1 列でエ クスポー ト され

ます。 日付および時刻を別々の列でエ クスポー ト する 
方法 :

a [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、 [ 全般 ] タ ブを
選択し ます。

b [ この日付および時刻を分離列内でエクスポー ト する ] オ
プシ ョ ンを選択し ます。

c [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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2 フ ァ イルをエ クスポー ト する場合は、[ フ ァ イル ] | [ エクス

ポー ト ] と選択し ます。 「名前を付けて保存」 ウ ィ ン ド ウ

が開きます。

3 フ ァ イルの保存先を参照し ます。

4 [ フ ァ イル名 ] ボ ッ ク スにフ ァ イル名を入力し ます。

5 [Save as type ( 保存する フ ァ イルの種類 )] ボ ッ ク スで、

初期値の [CSV] ( コ ンマ区切り値 )(.csv) を使用するか、 

あるいは [ テキス ト ] ( コ ンマ区切り )(*.txt) を選択し ます。 

6 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

グラ フの保存
後で使用するために変更内容をグラ フ  フ ァ イル (.spg) に保存する

方法 :

1 [ フ ァ イル ] | [保存 ] または [ フ ァ イル ] | [名前を付けて保存 ] と
選択し ます。

2 フ ァ イルの保存先を参照し て、 フ ァ イル名入力し、 

[ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

保存済みのグラ フ  フ ァ イルをエ ク スポー ト する場合は、 “ グ

ラ フ  データのエ クスポー ト ” page 86 をご参照 く だ さい。
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グラ フの印刷

ラ イ ン番号をグラ フに印刷する
vLog は、 視覚的に区別できるよ う にラ イ ンを異なる色でグ

ラ フ上に表示し ます。 モ ノ ク ロ プ リ ン ターの場合は、 グラ

フ を印刷する と、 自動的にグラ フ上のラ イ ンに番号が追加
されます。

グラ フ上のラ イ ン番号を変更する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[ グラ フ ] タ ブを選択

し ます。
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2 [ 印刷されたグラ フ上のラ イ ン番号 ] で以下のオプシ ョ ンの

いずれかを選択し ます。

• 自動 - グラ フがモ ノ ク ロ プ リ ン ターで印刷される と ラ

イ ンに番号が付加され、 カ ラー プ リ ン ターの場合は番

号が付加されません。

• 無効化済み - グラ フがモ ノ ク ロ プ リ ン ターで印刷され

る場合で も、 印刷されるグラ フ に番号は付加されま
せん。

• 有効化済み - グラ フがカ ラー プ リ ン ターで印刷される

場合でも、 印刷されるグラ フに番号が付加されます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

フ ッ ターをグラ フに印刷する
フ ッ ターをグラ フに印刷する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し た後、[ グラ フ ] タ ブを選択

し ます。

2 [ページ サイ ンオフ ] ボ ッ クスでフ ッ ターの内容を編集し

ます。 各アイテムの位置揃えには 「||」 文字を、 「左揃え

する内容 || 中央揃えする内容 || 右揃えする内容」 のよ う

に使用し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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プレビ ュー印刷
現在のグラ フのプレビ ュー印刷を表示する方法 :

1 [ フ ァ イル ] | [ プレビ ューを印刷 ] と選択し ます。 「プレ

ビ ュー印刷」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

2 グラ フを詳細に表示する場合は、[拡大 ]( または [縮小 ]) をク

リ ッ ク し ます。

3 フ ァ イルの印刷準備ができたら、 [ 印刷 ] を ク リ ッ ク 

し ます。

グラ フの印刷
現在のアク テ ィ ブ グラ フ を印刷する方法 :

1 [ フ ァ イル ] | [ 印刷 ]([Ctrl + Ｐ ])  と選択し ます。「印刷」ウ ィ ン

ド ウが開きます。

2 プ リ ン タ設定を構成し ます。

3  [ 印刷 ] を ク リ ッ ク し ます。
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第 5 章 :   レポートおよび統計の 

表示

vLog を使用すれば、 データ  ロガー読み取り値のモニ タ リ ング状

況の変化分析に役立つ多様なレポー ト を作成できます。 以下の
レポー ト があ り ます :

• 履歴データ  レポー ト

• 監査証跡レポー ト  (vLog VL)

• バッ チ設定レポー ト  (vLog VL)

• グラ フ  セキュ リ テ ィ 問題レポー ト

レポー ト  データ を コ ピーし て貼り付け、 他のアプ リ ケーシ ョ ン

で使用する こ と も できます。
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履歴データ  レポー ト

履歴データ  レポー ト には、 ロガー フ ァ イルの情報が表形式

で表示されます。 レポー ト を表示するには、 アク テ ィ ブ 
vLog グラ フにロガー フ ァ イルを少な く と も  1 つ挿入する必

要があ り ます。 フ ァ イルの挿入方法は、 “ ロガー フ ァ イルの

挿入 ” page 70 をご参照 く だ さい。

印刷されるレポー ト を カス タム化し て、 特定のテキス ト を
ヘ ッ ダーおよびフ ッ ターに含める こ とができます。 また、
レポー ト の印刷と画面表示の両方で、 各種統計および列見
出し を表示または非表示にできます。

現在のアク テ ィ ブ グラ フの履歴データ を表示する方法 :

1 [ ビ ュー ] | [ 履歴データ  レポー ト ] と選択する、[F6] を押す、

あるいはグラ フ を右ク リ ッ ク し ます。

2 「履歴データ  レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウに、 グラ フ  フ ァ イル

に含まれる情報の概要が表示されます。 レポー ト に表示
されるヘ ッ ダーと関連統計はカス タム化できます。 詳細
については、 “ 履歴データ  レポー ト に統計を追加する ” 
page 93 をご参照 く だ さい。
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3 レポー ト を印刷する場合は、 「履歴データ  レポー ト 」

ウ ィ ン ド ウから  [ フ ァ イル ] | [ 印刷 ] と選択し ます。 印刷

されるレポー ト のヘ ッ ダーと フ ッ ターを カス タム化する
方法は、 “ 履歴データ  レポー ト のヘ ッ ダー、 フ ッ ター、

フ ォ ン ト  サイズのカス タム化 ” page 95 をご参照 く だ さ

い。

履歴データ  レポー ト に統計を追加する

履歴データ  レポー ト を表示または印刷する際に、 ア ク テ ィ

ブ グラ フのデータに含まれる 大値、 平均値、 小値など

の、 ロガー フ ァ イルから派生し た統計情報を含める こ とが

できます。 標準偏差、 平均動態温度、 致死性、 サンプル カ
ウン ト 、 またはグループ統計のいずれか、 あるいはこれら
すべてを含める こ と も可能です。

統計概要を履歴データ  レポー ト で表示する方法 :

1 対象のグラ フ  フ ァ イルがアク テ ィ ブの状態で、 以下の

手順のいずれかを行います :

• [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し て、 [ 履歴データ  レポー

ト 統計 ] タ ブを選択し ます。

• 「履歴データ  レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウから、 [ ツール ] | 
[ オプシ ョ ン ] と選択し て、 [ 履歴データ  レポー ト 統計］ 
タ ブを選択し ます。

• 「履歴データ  レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウから、 右ク リ ッ ク

し て [ オプシ ョ ン］ | [ 履歴データ  レポー ト 統計 ] と選択 

し ます。
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2 [ 履歴データ  レポー ト 統計 ] タ ブから、 サンプル、 統計、

この ２  つの組み合わせ ( 交互に織り込み済みイ ン ター

レース済みまたは分離 ) など、 含める内容を選択し ま

す。

3 同じウ ィ ン ド ウから、 統計の時間間隔と オフセ ッ ト を選

択し ます。 た と えば、 12 時間ご と に午前 8:00 時と午後 
8:00 時の統計概要をレポー ト に表示する場合は、 間隔

を 12 時間、 オフセ ッ ト を 8 時間に設定し ます。

4 平均動態温度をレポー ト に含める場合は、 温度をモニ タ

リ ングし ているアイテムの活性化エネルギーを指定し ま
す。 この値が、 平均動態温度の計算に使用されます。 活
性化エネルギーを kJ/mol 単位で入力し ます。

5 含める統計を選択し ます。 大値、 平均値、 小値、 標

準偏差、 平均動態温度、 致死性、 サンプル カウン ト 、

またはグループ統計、 あるいはこれらすべてを選択し ま
す。 グループ統計は、 同タ イプのチャネル ( 温度、 湿度

など ) のデータ を 1 つの列にま とめて表示し ます。
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6 レポー ト に致死性を表示する場合は、 以下の値を指定し

ます :

• 基準温度 ( 度単位 )

• Z 値 ( 度単位 )(Z 値は、 D 値を 10 倍にするために必要

な温度 )

• D 値 （分単位） (D 値は、 基準温度において微生物固

体群の 1 ログ サイ クル （90%） を死滅させるために必

要な時間 )

7 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 レポー ト が表示されます。 

レポー ト をスクロールして対象の統計データ を表示 
します。

8 レポー ト を印刷する場合は、 「履歴データ  レポー ト 」

ウ ィ ン ド ウから、 [ フ ァ イル ] | [ 印刷 ] と選択し ます。 レ

ポー ト の外観を カス タム化する方法は、 “ 履歴データ  レ
ポー ト のヘ ッ ダー、 フ ッ ター、 フ ォ ン ト  サイズのカス

タム化 ” page 95 をご参照 く だ さい。

9 よ り詳細な統計分析を行う 場合は、 「履歴データ  レポー

ト 」 ウ ィ ン ド ウから  [ フ ァ イル ] | [ 名前を付けて保存 ] と選

択し てレポー ト を保存し た後、 Microsoft Excel などの表

計算プログラムでレポー ト の内容を分析し ます。 “ レ

ポー ト の保存 ” page 105 をご参照 く だ さい。

履歴データ  レポー ト のヘ ッ ダー、 フ ッ

ター、 フ ォ ン ト  サイズのカス タム化

履歴データ  レポー ト を カス タム化し て、 特定のアイテムを

列見出し、 一部項目、 統計に含めて画面に表示できます。
また、 特定のヘ ッ ダー、 フ ッ ター、 フ ォ ン ト  サイズを使用

し て印刷する こ と も できます。

印刷と画面に表示されるレポー ト 両方の列見出しに、 ロガー 
シ リ アル番号、 説明、 チャネルの説明に含めるかど う かも
選択できます。

列見出し を カス タム化する方法 :

1 vLog から  [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し て、[履歴データ  

レポー ト ] タ ブを選択し ます。
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2 [ 履歴データ  レポー ト ] タ ブから、列見出しに表示するア

イテムを選択するか、 選択を解除し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

印刷される履歴データ  レポー ト のフ ォ ン ト サイズの変更も

可能です。 この設定を変更し ても、 レポー ト の画面表示に
は影響し ません。

印刷されるレポー ト のフ ォ ン ト  サイズを変更する方法 :

1 vLog から  [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し て、[履歴データ  

レポー ト ] タ ブを選択し ます。

2 [ 履歴データ  レポー ト ] タ ブから、[ プ リ ン ター フ ォ ン ト  サ

イズ ] ボ ッ クスのド ロ ッ プダウン リ ス ト からオプシ ョ ン

を選択するか、 あるいは使用する フ ォ ン ト  サイズを入

力し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 

レポー ト の内容を把握しやす く し た り、 手順を追加し た り
する場合は、 カス タムのヘ ッ ダーおよびフ ッ ターを印刷さ
れる履歴データ  レポー ト に追加できます。 た と えば、 署名

と日付を記入するサイ ンオフ行を追加などです。

指定し たヘ ッ ダーは、 印刷されるレポー ト の全ページに追
加されます。
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フ ッ ターを指定する場合は、 以下の中から表示するページを
選択できます :

• ページな し

• 初のページ

• 後のページ

• 初および 後のページ

• すべてのページ

ヘ ッ ダーまたはフ ッ ターを編集する方法 :

1 vLog から  [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し て、[履歴データ  

レポー ト ] タ ブを選択し ます。

2 [ ページ ヘ ッ ダー ] または [ ページ フ ッ ター ] エ リ アでテキ

ス ト を編集し、 表示し たい内容を含めます。

a 各アイテムの位置揃えには、 画面表示例のよ う に
キーボー ドの 「||」 文字を使用し ます。 た と えば、
ヘ ッ ダーを中央揃え し て左右に何も表示し ない場合
は、 「|| ヘ ッ ダー テキス ト  ||」 と入力し ます。  ヘ ッ
ダーの左右にアイテムを表示する場合は、 「左ヘ ッ
ダー情報 || || 右ヘ ッ ダー情報」 と入力し ます。

b 下線付きの長いスペースを設ける場合は （署名用な
ど）、 下線文字 「_」 をい く つか入力し て く だ さい。
vLog がヘ ッ ダーと フ ッ ターの下線文字を認識し て
ページに合わせて延長し ます。

c フ ッ ターの場合は、 [ ページ フ ッ ターを表示する ] オプ
シ ョ ンを選択して、 フ ッ ターを表示するページを指定
し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。 履歴デー

タ  レポー ト を印刷する と、 ヘ ッ ダーまたはフ ッ ター、

あるいはその両方が指定に従って表示されます。
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監査証跡レポー ト  (vLog VL)
vLog VL で利用可能な監査証跡レポー ト には、 監査証跡フ ァ

イルに含まれる情報が表示されます。 イベン ト  ログと同様

に、 監査証跡フ ァ イルにはユーザーが vLog で実行し た操作

が記録されるため、 vLog システムの変更を監査者がモニ タ

リ ングできます。 た と えば、 監査証跡レポー ト の内容には、
イベン ト の時刻、 イベン ト  タ イプ、 重要度、 説明、 関係す

るロガーのシ リ アル番号および説明、 関係する コ ンピ ュー
ターおよびユーザー名などがあ り ます。

表形式で表示される監査証跡レポー ト は、 ローカル コ ン

ピ ュータ または共有ネ ッ ト ワーク上のフ ァ イルに保存 
できます。

vLog では、 監査証跡レポー ト を フ ィ ルターし て、 特定の 

日付と時刻以降に特定のユーザーまたはロガーによ り実行
されたイベン ト のみを表示する こ と もできます。

監査証跡レポー ト の表示およびフ ィ ルター
監査証跡レポー ト を表示およびフ ィ ルターする方法 :

1 [ ビ ュー ] | [ 監査証跡レポー ト ] と選択し ます。「監査証跡レ

ポー ト  フ ィ ルター」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。 この

ウ ィ ン ド ウから、 監査証跡レポー ト に表示する日付と時
刻だけでな く 、 特定タ イプのイベン ト 、 特定のロガー、
ユーザー、 またはコ ンピ ューターに関連する イベン ト を
指定できます。

2 時刻による フ ィ ルターの方法 ( オプシ ョ ン ):

a [ 開始時刻フ ィ ルターを有効化 ] チ ェ ッ クボ ッ ク スを 
選択し て、 レポー ト に表示する日付と時刻範囲の 
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開始時点を指定し ます。 [1 か月前 ]、 [1 週間前 ] などの
ボタ ンを使用すれば簡単に選択できます。

b [ 終了時刻フ ィ ルターを有効化 ] を選択し た後、 レポー
ト に表示する 後のデータの終了時刻を指定し ます。

3 ユーザー名でフ ィ ルターする場合は、 [ フ ィ ルター ] リ ス

ト の [ ユーザー名 ] 行を強調表示し ます。

a [ フ ィ ルター詳細 ] から、 [ ユーザー名フ ィ ルターを 

有効化 ] ボ ッ ク スを選択し ます。

b [ 選択済みアイテムを含める ] リ ス ト から、 レポー ト
に含めるユーザ名を選択するか、 選択解除し ます。

c 別のフ ィ ルターを追加し て、 た と えば 「S」 で始まる
名前のみを表示する場合は、ワイルド カード文字 (*) を 
[ 追加のフ ィ ルター ] フ ィ ールド に入力し ます ( 「S*」
と入力 ) 。
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4 コ ンピ ューター名でフ ィ ルターする場合は、 [ フ ィ ル

ター ] リス トの [ コンピューター名 ] 行を強調表示します。

a [ フ ィルター詳細 ] から、 [ コンピューター名フ ィルターを

有効化 ] ボ ッ クスを選択し ます。

b [ 選択済みアイテムを含める ] リ ス ト から、 レポー ト
に含める コ ンピ ューター名を選択するか、 選択解除
し ます。

c 別のフ ィ ルターを追加し て、 た と えば 「CC」 で始ま
る名前のみを表示する場合は、 ワイルド カー ド文字 
(*) を [ 追加のフ ィ ルター ] フ ィ ールド に入力し ます (
「CC*」 と入力 ) 。

5 その他のフ ィ ルター オプシ ョ ン : イベン ト 重要度、 イベ

ン ト  タ イプ、 イベン ト の説明、 ロガー シ リ アル番号、

ロガーの説明でフ ィ ルターする こ と も可能です。 ステ ッ
プ 3 および 4 の手順に従って く だ さい。

6 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 監査証跡レポー ト にフ ィ ル

ターされたデータが表示されます。 

監査証跡レポートの日付および時刻列の構成
vLog VL では、 日付と時刻を監査証跡レポー ト の 1 列に表示

するか、 2 列に分けて表示するかを選択できます。

日付と時刻を 2 列 ( または 1 列 ) に表示する方法 (vLog VL):

1 「監査証跡レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウから、 [ ツール ] | 
[ オプシ ョ ン ] と選択し ます。

2 [ この日付および時刻を分離列内で表示する ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ ク スを選択するか、 選択解除し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
100 © 2011 Vaisala Canada Inc



バッ チ設定レポー ト  (vLog VL)
印刷される監査証跡レポー ト のヘ ッ ダー、
フ ッ ター、 フ ォ ン ト  サイズのカス タム化 
印刷される監査証跡レポー ト のカス タム化の方法 (vLog VL):

1 「監査証跡レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウから、 [ ツール ] | [ オプ

シ ョ ン ] と選択し ます。

2 [ ページ ヘ ッ ダー ] または [ ページ フ ッ ター ] エ リ アでテキ

ス ト を編集し、 表示し たい内容を含めます。

a 各アイテムの位置揃えには、 画面表示例のよ う に
キーボー ドの 「||」 文字を使用し ます。 た と えば、
ヘ ッ ダーを中央揃え し て左右に何も表示し ない場合
は、 「|| ヘ ッ ダー テキス ト  ||」 と入力し ます。  ヘ ッ
ダーの左右にアイテムを表示する場合は、 「左ヘ ッ
ダー情報 || || 右ヘ ッ ダー情報」 と入力し ます。

b 下線付きの長いスペースを設ける場合は （署名用 
など）、 下線文字 「_」 をい く つか入力し て く だ さい。
vLog がヘ ッ ダーと フ ッ ターの下線文字を認識し て
ページに合わせて延長し ます。

c フ ッ ターの場合は、 [ ページ フ ッ ターを表示する ] オプ
シ ョ ンを選択して、 フ ッ ターを表示するページを指定
し ます。

3 初期設定に戻す場合は、 [ 初期設定に復元 ] を ク リ ッ ク 

し ます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

バッ チ設定レポー ト  (vLog VL)
バッチ設定レポー トは、 特定のバッチで設定されたロガーの
アク テ ィ ビテ ィ をすべて記録する イベン ト  ログです (vLog 
VL で利用可能 )。 バッ チ設定レポー ト の表示、 ヘ ッ ダーお

よびフ ッ ターの編集、 印刷が可能です。
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バッ チ設定とデータ ロガー構成の詳細については、 “ ロガー

の構成 : バッ チ設定 (vLog VL)” page 46 をご参照 く だ さい。

バッ チ設定レポー ト を表示する方法 :

1 [ ビ ュー ] | [ バッ チ設定レポー ト ] と選択し ます。

2 開 く バッ チ設定レポー ト  (*.bsf) を選択し ます。 バッ チ

設定フ ァ イルは、 バッ チ設定を行う 際に作成できます。
「バッ チ設定レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウが開きます。 「バッ チ
設定レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウにはバッ チ設定が使用された
ロガーと その設定内容の概要が表示されます。 ロガー 
シ リ アル番号、 説明、 ロガー モデル番号、 有効なチャネ

ルおよびその説明、 開始時刻、 サンプル間隔、 終了時刻
などがあ り ます。

印刷されるバッ チ設定レポー ト のヘ ッ ダー
およびフ ッ ターを カス タム化する
印刷されるバッ チ設定レポー ト のヘ ッ ダーおよびフ ッ ターを カス
タム化する方法 (vLog VL):

1 「バッ チ設定レポー ト 」 ウ ィ ン ド ウから、 [ ビ ュー ] | [ ペー

ジのヘ ッ ダーおよびフ ッ ター ] と選択し ます。

2 「バッ チ設定レポー ト  ページのヘ ッ ダーおよびフ ッ

ター」 ウ ィ ン ド ウで、 [ ページ ヘ ッ ダー ] および [ ページ 

フ ッ ター ] エ リ アにアイテムを追加するか削除し ます。

a 各アイテムの位置揃えには、 画面表示例のよ う に
キーボー ドの 「||」 文字を使用し ます。 た と えば、
ヘ ッ ダーを中央揃え し て左右に何も表示し ない 
場合は、 「|| ヘ ッ ダー テキス ト  ||」 と入力し ます。  
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b ヘ ッ ダーの左または右に情報を表示する場合は、 
「左ヘ ッ ダー テキス ト  || || 右ヘ ッ ダー テキス ト 」 と 
入力し ます。 

c 下線付きの長いスペースを設ける場合は （署名用 
など）、 下線文字 「_」 をい く つか入力し て く だ さい。
vLog がヘ ッ ダーと フ ッ ターの下線文字を認識し て
ページに合わせて延長し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。 監査証跡

レポー ト を印刷する と、 構成し たヘ ッ ダーおよびフ ッ
ターの要素が表示されます。

グラ フ  セキュ リ テ ィ 問題レポー ト

グラ フの左上隅のステータ ス イ ンジケーターに 「セキュ リ

テ ィ 保護な し」 または 「改ざんされています」 と表示され
ている場合は、 レポー ト を作成し て詳細を確認できます。

グラ フ  セキュ リ テ ィ 問題レポー ト を作成する方法 :

1 vLog から、 [ ビ ュー ] | [ グラ フ  セキュ リ テ ィ 問題レポー ト ] 
と選択し ます ( あるいは、 ステータ ス イ ンジケーターを

右ク リ ッ ク し ます )。
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グラ フ  セキュ リ テ ィ 問題レポー ト が表示されます :

2 レポー ト を印刷する場合は、 [ フ ァ イル ] | [ 印刷 ] と選択 

し ます。

3 レポー ト を .txt フ ァ イルと し て保存する場合は、 [ フ ァ イ

ル ] | [ 名前を付けて保存 ] と選択し て、 フ ァ イルの保存先

を選択し ます。

レポー ト  データのコピーおよび貼り付け

あらゆる vLog レポー ト のレポー ト  データ を コ ピーし て、

Microsoft Word や Microsoft Excel などの他のアプ リ ケー

シ ョ ンで使用できます。

レポー ト  データ を コ ピーする方法 :

1 vLog から、 [ ビ ュー ] メ ニューで表示するレポー ト を選

択し ます。

2 レポー ト  ウ ィ ン ド ウから、 [ 編集 ] | [ すべてを選択 ] 
([Ctrl+A]) と選択し ます。

3 すべての内容を強調表示し た状態で、 [ 編集 ] | [ コ ピー ]
([Ctrl+C]) と選択し ます。

4 レポー ト  データ を貼り付けるアプ リ ケーシ ョ ンに移動

します。 このアプ リケーシ ョ ンで、 [ 編集 ] | ［貼り付け］ と

選択し ます。
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レポー ト の保存
レポー ト  データ を保存する方法 :

1 レポー ト  ウ ィ ン ド ウから、［フ ァ イル ] | [名前を付けて保存 ] 
と選択し ます。

2 フ ァ イルの保存先を参照し ます。

3 [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスに、 フ ァ イル名を入力し ます。

4 [Save as type ( 保存する フ ァ イルの種類 )] ボ ッ ク スで、保存

する フ ァ イルの種類を以下の中から選択し ます :

• BSF ( バッ チ設定フ ァ イル )(.bsf)

• CSV ( コ ンマ区切り  (.csv) 

• テキス ト  ( タ ブ区切り )(.txt)

• 普通テキス ト  (.txt) 

これらのフ ァ イル形式は一般的に使用されている表計算
プログラムやデータベースプログラムに容易にイ ンポー
ト が可能で、 詳細な分析と操作を行う こ とができます。

5 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

レポー ト の印刷
レポー ト を印刷する場合は、 選択し たレポー ト のレポー ト  
ウ ィ ン ド ウから  [ フ ァ イル ] | [ 印刷 ] と選択し ます。 
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ソ フ ト ウ ェ ア エラー メ ッ セージ

COM ポー ト がビジーのために割り当てられません

COM ポー ト が別のプログラムによ りすでに割り当てられて

いるため、 vLog が割り当てできませんで し た。 COM ポー

ト が利用可能になるまでお待ち く だ さい。

COM ポー ト が利用できないために割り当てられません 

COM ポー ト がオペレーテ ィ ング システムに存在し ないた

め、 vLog が割り当てできませんで し た。 利用可能な COM 
ポー ト を確認し て く だ さい。

COM ポー ト から同期用バイ ト を受信できません

vLog が要求メ ッ セージをデータ  ロガーに送信し ま し たが、

応答を受信できませんで し た。 データ  ロガーが切り離され

ているか、 あるいは正し く 接続されていないと思われます。

COM ポー ト からすべてのバイ ト を受信できません

vLog が要求メ ッ セージをデータ  ロガーに送信し ま し たが、

受信し た応答が不完全で し た。 PC の COM ポー ト 、 ケーブ

ル、 またはロガー自体に問題がある と思われます。 これら
の問題がないか確認し て く だ さい。

COM ポー ト 上のロガーと通信できません

このエ ラー メ ッ セージは、 上記以外の様々なエ ラー条件で

表示されます。 PC の COM ポー ト 、 ケーブル、 またはロ

ガーに問題がある と思われます。

対処方法 :

• ロガーと イ ン ターフ ェ ース ケーブルは別の PC で動作し

ますか ? 動作する場合は、 PC のシ リ アル ポー ト 構成に

問題がある と思われます。
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• 問題のシ リ アル ポー ト を問題な く 使用できている他のデバイ

スがあ り ますか ? ある場合は、 ポー ト の問題ではないと思わ

れます。

• 別のイ ン ターフ ェ ース ケーブルを使用し てデータ を読込めま

すか ? 読込める場合は、 ケーブルが損傷し ています。

• 別のロガー ( および同じ イ ン ターフ ェース ケーブル ) を使用

し てデータ を読込めますか ? 読込める場合は、 データ  ロガー

に損傷があ り ます。

無効なハー ド ウ ェ ア モデルです

 vLog がデータ  ロガーのハードウェア モデルを認識できないため、

データ  ロガーに保存されている情報を解釈できませんで し た。

vLog によ りサポー ト されているデータ  ロガーを使用し ているか

確認し て く だ さい。

ロガー フ ァ イルを作成できません

このエ ラー メ ッ セージは、 vLog がロガー フ ァ イルをデ ィ スク

上に作成し よ う と し て、 エ ラーが発生し た場合に生成されます。
考えられる理由 :

• デ ィ スクに空き容量があ り ません。

• ユーザーにデ ィ スクへの書き込みア クセス権があ り ません。
ロガー フ ァ イルが保存される フ ォルダーへの書き込みを許可

されているか確認し て く だ さい。

• フ ァ イルが別のプログラムによ って開かれています。 閉じ て
く だ さい。

• フ ァ イル名が無効です。 単純な .spl フ ァ イル名に し て 

く だ さい。

よ く ある質問

質問 : 近、 Vaisala Veriteq vLog ソ フ ト ウ ェ アを 新バー

ジ ョ ンにア ッ プグレー ド し ま し た。 この新しいソ フ ト ウ ェ
アは、 今あるロガーと フ ァ イルでも使用できますか ?

回答 :  はい。 vLog ソ フ ト ウ ェ アの各バージ ョ ンには Vaisala 
Veriteq 下位互換性があ り ます。 し たがって、 前バージ ョ ンのす
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べてのロガーやこれらのロガーから作成されたフ ァ イルを使用
できます。

質問 : 近、 Spectrum ソ フ ト ウ ェ アの古いバージ ョ ンから

Vaisala Veriteq vLog ソ フ ト ウ ェ アにア ッ プグレー ド Vaisala 
Veriteq し ま し た。 この新しいソ フ ト ウ ェ アは、 今ある 
Spectrum ロガーと フ ァ イルで使用できますか ?

回答 :  はい。 Vaisala VeriteqvLog (vLog VL または vLog SP) ソ フ

ト ウ ェ アには下位互換性があ り、 Spectrum ロガーと  Spectrum 
ソ フ ト ウ ェ ア フ ァ イルをサポー ト し ています。 し たがっ て、 前

バージ ョ ンのすべてのロガーやこれらのロガーから作成された
フ ァ イルを使用できます。 大きな違いは、 Spectrum ロガーの

フ ァ イル形式にはセキュ リ テ ィ 保護がないこ と です。 これらの
フ ァ イルを用いる vLog グラ フ  フ ァ イルは、 ラベルにセキュ リ

テ ィ 保護な し と表示されます。

質問 : 近、 新しいロガーを購入し ま し た。 今ある  vLog ソ
フ ト ウ ェ アの古いバージ ョ ンで使用できますか ?

回答 :  必ずし も使用できる とは限り ません。 継続的に製品を改

良し ていますので、 ロガー ハー ド ウ ェ アの更新や新規ロガー モ
デルの発売を定期的に行っ ています。 残念ながら、 これらの変
更が Vaisala Veriteq vLog ソ フ ト ウ ェ アの古いバージ ョ ンに認識

されず、 問題になる こ とがあ り ます。 そのため、 ご購入いただ
いたロガーには、 利用可能なソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ンを記載し

た メ モが添付されています。 安全策と し て、 ソ フ ト ウ ェ アは常
に 新のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド し て く だ さい。 ソ フ ト
ウ ェ アをア ッ プグレー ド される場合は、 Vaisala にお問い合わせ

く だ さい。

質問 :Vaisala Veriteq VL シリーズ ロガーと Vaisala Veriteq Spectrum 
ロガーの違いは何ですか ?

回答 :  Vaisala VeriteqVL シ リーズ データ  ロガーと Vaisala 
Veriteq Spectrum データ  ロガーの大きな違いは、 VL シ リーズ 
モデルには情報機能と セキュ リ テ ィ 機能が追加されている
Vaisala Veriteq こ と です。

Vaisala Veriteq VL シリーズ ロガーの特徴は校正管理機能で、 検証

アプ リ ケーシ ョ ン と文書化の要件に不可欠な校正関連の重要パ
ラ メーターの保存に内部メ モリの特定部分を割り当てる機能です。
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保存されるパラ メ ーターは以下の通り です :

• データ  ロガーを 終校正し た企業または個人

• 終校正日

• 次回校正日

• セキュ リ テ ィ 情報 ( 許可な く ロガーのデータ を校正あるいは

操作できないよ う に保護 )

質問 : 本ソ フ ト ウ ェ アは夏時間への変更に対応し てい 

ますか ?

回答 :  はい。 夏時間への変更は、 表示されるグラ フおよび表に

自動的に反映されます。

質問 : 同じグラ フにロガー フ ァ イルをい く つ重ねる こ とが

できますか ?

回答 :  多数のデータ  チャネルを同じグラ フに重ねる こ とができ

ます。 テス ト では、 100 以上のチャネルをプロ ッ ト できる こ と

が分かっ ています。

質問 : グラ フは 1 台のデータ  ロガーから作成し なければな

り ませんか ?

回答 :  いいえ 複数および異なるモデルのデータ  ロガーのフ ァ イ

ルを使用し てグラ フ を作成できます。

質問 : バージ ョ ン  4.5 以前の vLog を使用し ています。 この

バージ ョ ンの検証プロセスはど う な り ま し たか ? また、

バージ ョ ン  4.10 以降で、 この機能がロガー フ ァ イル作成

レポー ト に置き換えられた理由は何ですか ?

Vaisala VeriteqvLog では、 ロガーのデータ  フ ァ イルおよびグラ

フ  フ ァ イルをどのユーザーでも随時生成できます。 そのため、

グラ フ  フ ァ イルの作成に使用されるロガー フ ァ イルが正し く 、

他の  ユーザーが作成し たものでないこ と を検証する必要があ り
ます。 バージ ョ ン 4.10 以前の vLog ではこれを検証プロセスで

行い、 グラ フの検証には読込みユーザー名とパスワー ド の入力
が必要で し た。

ロガー フ ァ イル作成レポー ト 機能はよ り柔軟で、 印刷された記

録とグラ フの作成に使用するロガー フ ァ イルを比較可能にする
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こ と で、 同じ検証を行います。 ロガー フ ァ イルと ロガー フ ァ イ

ル作成レポー ト の対応を さ らに裏付けるため、 一意の自動生成
チ ェ ッ クサム値であるロガー フ ァ イル ID 番号も使用し ます (“
ロガー フ ァ イル作成レポー ト  (vLog VL)” page 61 を参照）。

ただ し、 VL シ リーズ ロガーのユーザーの方は、 ユーザー名と

パスワー ド を引き続きご使用いただけます。

Note: 共有が必要になる場合があるため、 Windows のユー

ザー名とパスワー ドは使用し ないで く ださい。 また、
このユーザー名およびパスワー ド オプシ ョ ンは、
vLog VL のバッ チ読込みには使用できません。 

ユーザー名およびパスワー ド 入力ダイアログの表示オプシ ョ ンを設定
する方法 :

1 [ ツール ] | [ オプシ ョ ン ] と選択し て、 [ 読込み ] タ ブを選択し 

ます。

2 [ サンプルを読込むと きにユーザー名とパスワー ト の画面

3 を起動させます。 ] チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 ユーザー名とパスワー ド での検証

方法については、 page 112 を参照し て く だ さい。

質問 : パスワー ド  ( ページでのロガー フ ァ イル読込み時に

選択し たもの ) を忘れて し ま った場合、 画面上のグラ フ を

検証するにはど う すればよいですか ?

回答 :  検証はできません。 Vaisala Veriteq vLog VL ソ フ ト ウ ェ ア

では、 フ ァ イルの状態を検証するためにデータ  ロガー読込み時

に使用し た元のパスワー ド が必要です。 これは、 データ読込み
の実行者がグラ フの作成者でもある こ と を検証するためのセ
キュ リ テ ィ 機能です。 vLog 4.10 以降の場合、 ユーザー名および

パスワー ド機能はオプシ ョ ンで、 オフに設定できます。 この機
能は、 新しいロガー レポーテ ィ ング機能に置き換えられていま

す (“ データの読込み ” page 52 を参照 )。
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vLog VL でユーザー名およびパスワー ド機能を有効に設定し て

フ ァ イルを読込んだ場合は、 グラ フの検証には以下の手順が必
要です。

グラ フ を検証する方法 :

1 [ ツール ] | [ 検証 ] と選択するか、あるいはグラ フの右上に表示

されている [ 未検証 ] を右ク リ ッ ク し ます。 

2 フ ァ イル作成時に使用し たパスワー ド を入力し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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#

21 CFR Part 11 (vLog VL)

米国食品医薬安全局 (FDA) が定める電子記録および電子署名の使用に関連する

規則。 電子記録は、 改ざん、 誤った解釈、 証拠を残さず変更される リスクが 
紙の記録よ り も高いという  FDA の見解から、 これらのリスクを充分に抑制す

る目的で 21 CFR Part 11 ( 連邦規則第 21 条第 11 章 ) が制定されました。

A –  B

周囲温度

機器または測定器に接する周囲の空気の平均温度。

軸

グラ フ  エ リ アの一辺に隣接し、 測定または比較の基準と なる ラ イ ン。 vLog 
ソ フ ト ウ ェ アでは、 測定値が垂直の Y 軸に沿ってプロ ッ ト され、 日付および

時間値が水平の X 軸に沿ってプロ ッ ト されます。

C – E

校正する

読み取り値を標準測定値と比較し て、 関連付ける こ と

校正証明書

製品が標準測定基準に照ら し て校正済みであ り、 指定された要件の範囲内に
ある こ と を証明する文書

CFR

Code of Federal Regulations の略称。 政府機関が発行する連邦規則集

チャネル

測定器が測定された入力信号を受け取るパス
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露点

露点とは、 空気中に存在する水蒸気の量が、 ( 一定の圧力と

水蒸気含有量において ) 空気が含有可能な 大量に達する温

度をいいます  。 すなわち、 温度が露点まで低下する と相対

湿度は 100% と な り、 空気は飽和状態と見な されます。

相対湿度 (RH) と異な り、 露点は温度によ っ て変化し ませ

ん。 露点は空気に含まれる水蒸気の実含有量であるため、
多 く の科学および産業用途で測定単位と し て優先的に用い
られています。  特に、 空気中の水蒸気含有量の正確な表示が
必要と なる厳密に管理された環境などがあ り ます。

露点が空気の温度よ り高 く なる こ とはあ り ません。 空気の
温度が露点に達し て、 さ らに低下する と、 水蒸気が空気中
に存在できな く な り結露が生じ ます。 結露は水滴、 露の形
を取るか、 雲や霧と し て空気中に漂います。

露点と相対湿度の関係を明確に理解するには、 相対湿度 
(RH) チャネルの値が含まれるロガー フ ァ イルを 2 回挿入し

てみて く だ さい。  1 回は露点を用いて RH を表示し、 も う  1 
回は相対湿度を用いて RH を表示し ます。

vLog では、 露点の読み取り値が 0 ℃ 未満になる と霜点と し

て記録されます。

F – K

FDA

Food and Drug Administration ( 米国食品医薬安全局 ) の略

称。 連邦食品 ・ 医薬品 ・ 化粧品法を実施する政府機関

GMP

Good Manufacturing Practices  ( 製造品質管理基準 ) の略称。

CFR 第 210 章、 第 211 章に規定されています

グラ フ  フ ァ イル

1 つ以上のロガー フ ァ イルのデータ を表示するために作成

される フ ァ イル。 グラ フ  フ ァ イルには、 グラ フ  タ イ ト ル、

拡大レベル、 Y 軸スケーリ ング、 ロガー フ ァ イル データ な

どのフ ォーマ ッ ト 情報が含まれます。 識別用拡張子は .spg 
です ( 例 : LAB_1.spg)
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L – Q

ローカル タ イム

特定の場所で使用される現在の時刻に等しい値。 タ イム
ゾーン情報が分かっ ている場合にのみ意味がある相対時刻
を表し ます。 これに対し て UTC 時は絶対時刻基準です。

ｖ Log は、 ローカル タ イムと  UTC 時を各ロガー フ ァ イル

に記録し ます。

ロガー フ ァ イル

ロガーのデータが PC 読込まれた後に作成される フ ァ イル。

このフ ァ イルには、 ロガーの説明、 モデル番号、 シ リ アル
番号、 フ ァームウ ェ ア バージ ョ ン番号、 フ ァ イル説明、

ローカル タ イム UTC( 協定世界時 ) 時刻を始めとする、 読

込み済みロガーに ( すべてのアク テ ィ ブ チャネルから ) 収
集された読み取り値が含まれます。 ロガー フ ァ イルの識別

用拡張子は .spl です ( 例 : PRIMARY_GAS_FLOW.spl)。 ロ

ガー フ ァ イルは直接表示できません。  ロガー フ ァ イルの

データ をグラ フ と し て表示するには、 そのフ ァ イルをグラ
フ  フ ァ イルに挿入する必要があ り ます。

NIST

National Institute of Standards and Technology ( 米国国立標

準技術研究所 ) の略称

R – T

範囲

低校正ポイ ン ト と 高校正ポイ ン ト によ り指定される通
常動作限界。

相対湿度

相対湿度は、 空気中に存在する水蒸気量の、 その温度で空
気が含有可能な水蒸気量に対する割合を表す尺度です。 相
対湿度が 50% の場合、 空気中に存在する水蒸気量は、 空気

が含有可能な水蒸気量の 1/2 です。 空気が含有可能な水蒸気

量は、 温度に大き く 依存し ます。 空気の温度が低ければ、
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含有可能な水蒸気は少な く な り ます。 空気が 10°Ｃ  で含有

可能な水蒸気量は、 35°Ｃ  の 1/4 と な り ます。

サンプル

ロガーのメ モ リ に格納される測定読み取り値。

サンプル スムージング ( デ ッ ドバン ド )

ロガー フ ァ イルに含まれるサンプルがグラ フに挿入された

と きの解釈方法を指定する vLog の設定 ([ ツール ] > [ オプ

シ ョ ン ] > [ 挿入 ] タ ブ - [ サンプル スムージング ])。 サンプ

ル スムージング ( あるいはサンプル デ ッ ドバン ド ) は、

チャネル値の表示を変更するために、 入力信号に 小限の
変更を加えます。 サンプル スムージングを使用する目的は

ノ イズの影響抑制であ り、 A/D コ ンバーターの生カウン ト

単位で定義されます。

サンプル間隔

サンプル間隔は、 ロガーが読み取り と メ モ リへの記録を行
う レー ト です。 サンプル間隔は、 ロガー上のすべての有効
なチャネルに適用されます。 以下の場合に、 ロガーのサン
プル間隔を変更し ます :

• 用途によ り速いサンプル レー ト が必要と なる

• 長時間に渡っ て読み取り値を記録する必要がある

• 収集される不要なデータ を 小限にする

スケール

グラ フに表示される値の範囲

セキュ リ テ ィ 保護されています

vLog において V Ｌ  シ リーズ データ  ロガーのデータ を用い

て作成されたグラ フ  データ  フ ァ イル (.spg) を画面表示また

は印刷し た場合のステータ ス。 SP データ  ロガーのデータか

ら作成されたグラ フ  フ ァ イルを vLog で表示する と、 ス

テータ ス表示は 「セキュ リ テ ィ 保護な し」 と な り ます。
Veriteq VL シ リーズ ロガーでのみセキュ リ テ ィ 保護された

フ ァ イルが作成されます。
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シ リ アル ポー ト

モデム、 マウス、 シ リ アル プ リ ン ターなどを コ ンピ ュー

ターに接続する通信ポー ト 。 コ ンピ ューターのシ リ アル通
信ポー ト は、 COM1、 COM2、 COM3 など と呼ばれます。 シ

リ アル ポー ト は、 一度に 1 ユニ ッ ト ずつ順次データ を交換

し ます。

安定性

センサーまたは測定器が、 指定された期間中にその性能特
性を維持する能力。

サー ミ ス ター

温度のわずかな変化に対し て抵抗値が大き く 変化する特性
を持つ焼結半導体素材から なる感温素子 ( 温度感知抵抗体 ) 
ほとんどのサー ミ ス ターの温度抵抗特性は Steinhart-Hart 式
によ り近似されています。

追跡可能

認知された測定標準または測定基準まで 終的に精度が関
連付けられている こ と  

読込み

接続されているデータ  ロガーの格納データ を vLog ソ フ ト

ウ ェ アがコ ピーする こ と を指す用語。 読込みプロセスに
よ っ てフ ァ イルが PC 上に作成されますが、 ロガー内のデー

タには影響せず、 削除される こ と もあ り ません。 読込みプ
ロセスは、 ダウンロー ド、 ア ッ プロー ド 、 バッ ク ア ッ プ、
またはコ ピーと も呼ばれます。 読込みは、 ロガーご と ある
いはバッ チで実行できます。

U – Z

USB

マウス、 キーボー ド 、 スキャナー、 プ リ ン ターなどの外部
デバイスの接続標準である Universal Serial Bus の略称。 パ

ラ レル ポー ト 接続と比較し て、 USB にはケーブルが細 く 低

コ ス ト 、 拡張性が高い (USB ハブを追加する こ とによ り、 1 
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つの USB ポー ト で 100 以上の周辺機器に対応が可能 )、 

よ り速いこ と など、 多 く の利点があ り ます。

UTC

Universal Time Coordinated ( 協定世界時 ) の略称。 UTC は
世界共通の標準時です。 グ リ ニ ッ ジ標準時 (GMT) や世界時

と も呼ばれる UTC は、 24 時間表示ですが、 12 時間表示 (
午前および午後 ) にも変換できます。 ローカル タ イム とは

異な り、 UTC はタ イムゾーン情報に依存し ない絶対時刻基

準です。 UTC およびローカル タ イム情報はロガー フ ァ イル

に格納され、 ロガー グラ フおよびロガー データの時間軸の

構成に使用されます。

検証可能

検証ができる こ と。 機器が検証可能と見な されるために不
可欠な条件は 3 つです :

• 性能の検証を文書化し た証拠が提示されている。 文書化
し た証拠の一例は、 各 Veriteq VL シ リーズ データ  ロガー

に添付される NIST 追跡可能校正証明書です。

• 機器が用途の個別要件に合致する。 用途によ っては、 精
度、 性能安定性、 その他の特殊な要件を製品が満たす必
要があ り ます。

• 機器が、 検証された状態を実際の使用プロセスを通じ て
維持できる。 製品と その出力の操作、 変更、 または改ざ
んが不可能です。

検証

検証は、 ある物が目的の機能を果たすこ と を証明するプロ
セスです。 FDA は、 「あるプロセスが、 事前に指定された仕

様および品質特性を満たす成果物を一定し て生み出す高い
確証を、 文書化された証拠によ って得る こ と」 と定義し て
います。

検証済み

ロガー読込み時のフ ァ イル作成に使用されたものと同じパ
スワー ド を入力する こ と で 「検証済み」 ( ツール > ロガー

フ ァ イル内でパスワー ド を検証する ) グラ フ  フ ァ イル (.spg) 
を画面に表示するか、 印刷し た と きのステータ ス。
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元のロガー データの読込み時に、 このオプシ ョ ンのパス

ワー ド が入力されていなければ、 vLog のグラ フに 「検証 

済み」 ステータ ス ( 「検証済み」 または 「未検証」 ) は表示

されません。

読込み時にパスワー ドが使用されているグラ フ  フ ァ イルは、

すべて検証ステータスが 「未検証」 に初期設定されています。

拡大

画面上のグラ フの一部を大き く 表示する こ と
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